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2 月号

� 「おいしいケーキを作るパティシエ」福岡県・香
か

月
つき

�彩
さ

奈
な

さん

第43回 全国アビリンピック特 集

編集委員が行く 特別支援学校におけるキャリア教育の推進による成果
京都市立東山総合支援学校（京都府）

挑戦の10年「努力する大切さ」自分のものに
英文ワープロ種目銀メダリスト・特別賞受賞　佐藤翔悟さん

メダリストを訪ねて 
～第 10 回国際アビリンピック～



会場となった「愛知県国際展示場」（Aichi Sky Expo）

「オフィスアシスタント」

「喫茶サービス」「ビルクリーニング」

全国アビリンピック
第43回

2023年11月17日（金）～19日（日）
写真：官野 貴・岩尾克治



「木工」

「電子機器組立」

「義肢」

「パソコン操作」

「データベース」

「写真撮影」



「パソコンデータ入力」

「パソコン組立」「洋裁」

「ホームページ」「表計算」



障害者と雇用

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。
 （https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html）

「小学生のころからパティシエになりたいと思っていました。ケーキをつくって、たくさんの人を
笑顔にしたいです。白いところが多くてむずかしかったけれど、青や黄をまぜて区別しました。受
賞を聞いたときは、自分が選ばれると思っていなかったのでびっくりしました」
（令和5年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト 中学校の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞）
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アビリンピックルポ
4

文：豊浦美紀／写真：官野 貴・岩尾克治
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※１　�課題内容後の（　）内の時間は、競技時間をさします

開
会
式

　

第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
と
の
合
同
開
会

式
は
ウ
ェ
ブ
配
信
形
式
で
行
わ
れ
た
。
愛
知
県

立
愛
知
総
合
工
科
高
等
学
校
音
楽
部
に
よ
る
国

歌
斉
唱
で
は
、「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
種
目
に
出
場

す
る
天あ
ま

野の

寛ひ
ろ

隆た
か

さ
ん
（
愛
知
県
）
が
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
務
め
た
。
続
い
て
武た
け

見み

敬け
い

三ぞ
う

厚
生
労
働
大

臣
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「（
こ
の
大
会
が
）

障
害
の
あ
る
方
々
の
職
業
能
力
向
上
に
向
け
た

高
い
意
欲
や
技
能
に
対
し
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
大
き
な
契
機
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
挨
拶
し
、
大
会
会
長
で
あ
る
当
機
構
（
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
輪わ

島じ
ま

忍し
の
ぶ

理
事
長
が
「
１
９
７
２
（
昭

和
47
）
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
昨
年
50
周
年
、
日
本
か
ら
始
ま
っ
た
国
際

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
今
年
10
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、
都
道
府
県
の
代

表
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
こ
れ
ま
で
職
場
や

学
校
な
ど
で
磨
き
上
げ
た
技
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
な
ど

と
激
励
し
た
。

　

大
会
旗
の
入
場
で
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
旗

の
旗
手
を
務
め
た
の
は
、「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

種
目
に
出
場
す
る
澤さ
わ

井い

翔し
ょ
う

さ
ん
（
東
京
都
）。

選
手
宣
誓
で
は
、「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
種
目
に

出
場
す
る
青あ
お

山や
ま

杏あ
ん

梛な

さ
ん
（
東
京
都
）
が
、
技

能
五
輪
の
選
手
と
と
も
に
「
わ
れ
わ
れ
選
手
一

同
は
、
職
場
の
指
導
者
、
仲
間
、
そ
し
て
家
族

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
全
国
大
会
と
い
う
晴
れ
の

11
月
17
日（
金
）

　「第43回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」が2023（令和5）年11月17日
（金）〜19日（日）、「第61回技能五輪全国大会」とともに愛知県常

とこ
滑
なめ
市の愛知県国際展示場

で開催された。全国から集まった選手369人が25種目の技能競技に参加したほか、2職
種の技能デモンストレーションが実施され、応援や見学のために多くの人たちも訪れた。
　また会場には、「第11回国際アビリンピック」が2027年5月にフィンランド共和国のヘ
ルシンキ市で開催されることを伝える看板なども設置され、来場者の関心を集めていた。

舞
台
で
日
々
つ
ち
か
っ
た
技
能
を
最
大
限
に
発

揮
し
、正
々
堂
々
と
競
い
合
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
表
明
し
た
。

競
技
紹
介

選
手
・
関
係
者
の
声

●
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
／�

�

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
製
品
パ
ッ
キ
ン

グ

　
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
床

の
清
掃
（
７
分
）（
※
１
）、
弾だ

ん

性せ
い

床ゆ
か

の
清
掃
と
机

上
清
掃
（
10
分
）
の
２
課
題
。
勤
務
先
の
制
服

姿
で
競
技
に
臨
ん
だ
片か
た

岡お
か

徹と
お
る

さ
ん（
徳
島
県
）は
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
に
入
社
し
て
６
年
目
。

同
行
の
上
司
は
「
県
庁
知
事
室
の
お
手
洗
い
の

清
掃
も
任
せ
ら
れ
る
ほ
ど
信
頼
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
。
そ
し
て
片
岡
さ
ん
は
、
競
技
後
に
「
最

初
は
少
し
あ
わ
て
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
や
り

切
り
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
っ
て
い
た
。

　
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
会
場
内
の
模
擬
喫

茶
店
で
３
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
接
客
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
（
１
グ
ル
ー
プ
約
60
分
）。
お
客
さ

ま
の
立
場
に
立
っ
た
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー

ビ
ス
を
目
ざ
す
。
高た
か

橋は
し

夏な
つ

姫き

さ
ん（
大
分
県
）は
、

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
で
ホ
ー
ル

を
担
当
。「
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
を
見
直
し
、
積

極
的
に
動
い
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い

た
高
橋
さ
ん
は
、念
願
の
金
賞
受
賞
を
果
た
し
た
。

　
「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
は
、
配
布
物
の

準
備
と
し
て
書
類
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

付
箋
を
手
さ
げ
袋
に
入
れ
る
作
業
（
15
分
）、

11
月
18
日（
土
）

文：豊浦美紀／写真：官野�貴・岩尾克治

第43回第43回
全国アビリンピック全国アビリンピック

特 集特 集

会場となった「愛知県国際展示場」 アビリンピック大会旗の旗手を務めた澤井翔さん（左から2人目）
（「第61回技能五輪全国大会・第43回全国アビリンピック合同開会式」公式動画より）

選手宣誓を行った青山杏梛さん（右）�
（「第61回技能五輪全国大会・第43回全国アビリンピック合同開会式」公式動画より）

11月
17・18・19日
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※３　�今号の「メダリストを訪ねて」（14〜17ページ）は、
佐藤さんにご登場いただいています。ご一読ください

※２　�本誌2023年６月号で「第10回国際アビリンピック」を特集
しています。� �
https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/202306.html

も
見
つ
け
ら
れ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
満

足
そ
う
。
応
援
に
来
て
い
た
同
社
の
社
長
は
「
２

年
前
か
ら
会
社
と
し
て
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
挑
戦

を
支
援
し
、
今
回
10
人
が
手
を
あ
げ
ま
し
た
。

練
習
を
通
し
て
自
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
」

と
話
し
、
ま
た
、「
日
ご
ろ
か
ら
彼
ら
の
能
力
の

高
さ
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
応
援
に
来

て
い
る
社
員
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を
見

て
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
」
と
語
っ
た
。

　

そ
し
て
競
技
終
了
後
、第
10
回
国
際
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
※
２
）「
英
文
ワ
ー
プ
ロ
」
種
目
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
で
、
特
別
賞
受
賞
者
の
佐さ

藤と
う

翔し
ょ
う

悟ご

さ
ん

に
よ
る
実
演
も
披
露
さ
れ
た
（
※
３
）。

　

知
的
障
害
の
あ
る
選
手
が
対
象
の
「
パ
ソ
コ
ン

デ
ー
タ
入
力
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
入
力
、
書
類

と
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
の
デ
ー
タ
を
見
比
べ
た
う

え
で
の
文
書
修
正
、
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

帳
票
等
作
成
の
３
課
題
（
各
30
分
）
で
、
速
さ

と
正
確
さ
を
競
う
。
大お
お

原は
ら

尚な
お

史ふ
み

さ
ん
（
滋
賀
県
）

は
、
入
社
７
年
目
の
会
社
で
デ
ー
タ
入
力
や
事

務
補
助
業
務
を
担
当
し
、
上
司
の
す
す
め
で
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
し
始
め
た
と
い
う
。「
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
全
国
の
レ
ベ
ル
が
わ
か
る
と

同
時
に
、
ほ
か
の
競
技
も
見
る
こ
と
が
で
き
て

勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
前
向
き
に
話
し
て
い
た
。

発
送
書
類
の
封
入
（
30
分
）、
社
内
便
の
仕
分

け
（
10
分
）
の
３
課
題
。
鎮し
ず

目め

英え

美み

理り

さ
ん
（
山

梨
県
）
は
、
食
品
関
連
の
会
社
で
食
材
を
詰
め

る
仕
事
を
し
て
い
る
。「
昨
年
、
訓
練
校
で
す
す

め
ら
れ
て
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。

競
技
は
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
た
。
同
じ
く
初
出
場
の
平ひ
ら

田た

梨り

沙さ

さ
ん
（
奈

良
県
）
は
調
理
器
具
の
洗
浄
業
務
な
ど
の
仕
事

を
し
て
い
た
が
、ほ
か
の
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
と
、

現
在
は
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
学
ん
で
い
る
。

競
技
前
に
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
験
を
活
か

し
て
事
務
職
に
就
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」は
、
緩
衝
材
の
組
立
て
・

結
束
25
セ
ッ
ト
（
30
分
）、
小
箱
・
中
箱
・
化
粧

箱
・
外
箱
の
組
立
て
・
組
込
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

４
梱
包
（
60
分
）
の
２
課
題
だ
。
機
器
メ
ー
カ
ー

に
勤
め
る
松ま
つ

浦う
ら

健け
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
山
形
県
）
は
、

昨
年
は
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
形
大
会
独
自

競
技
の
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
（
初
級
）」
で
実
績

を
残
し
、
今
年
は
地
方
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
全

国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。「
時
間
内
に
終
え

ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
す
松
浦
さ
ん

の
そ
ば
で
、
上
司
は
「
職
場
で
本
人
の
担
当
は

部
品
の
袋
詰
め
で
す
が
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
挑

戦
で
自
信
を
つ
け
、
社
内
周
知
や
業
務
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
け
た
ら
」
と
話
し
て
い
た
。
宇う

野の

智と
も

貴た
か

さ
ん
（
岐
阜
県
）
は
、
職
場
で
は
帳
票
の

管
理
や
送
付
の
作
業
を
担
当
。
競
技
後
に
「
前

回
よ
り
て
い
ね
い
さ
を
心
が
け
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
メ
ダ
ル
を
と
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
た
通
り
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

●
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
／
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ

入
力
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
／
表
計
算

　
「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
を
使
い
、
作
成
見
本
と
作
業
指
示
書
を
見

な
が
ら
和
文
文
書
の
作
成
（
80
分
）
と
英
文
文

書
の
作
成
（
60
分
）
を
行
う
。
志し

水み
ず

馨か
お
る

さ
ん
（
岐

阜
県
）
は
、
特
別
支
援
学
校
時
代
は
パ
ソ
コ
ン

部
に
所
属
し
、
い
ま
は
地
方
銀
行
の
特
例
子
会

社
で
働
い
て
４
年
目
。
職
場
で
は
書
類
の
電
子

化
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
競
技
後
「
余
白
の

“
マ
ー
ジ
ン
”
と
い
う
言
葉
や
図
形
の
組
合
せ
方

が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
課
題

会場となった「愛知県国際展示場」

「ビルクリーニング」
片岡徹さん（徳島県）

「喫茶サービス」金賞、
高橋夏姫さん（大分県）

「オフィスアシスタント」
平田梨沙さん（奈良県）

「オフィスアシスタント」
鎮目英美理さん（山梨県）

「ワード・プロセッサ」
志水馨さん（岐阜県）

第10回国際アビリンピック
「英文ワープロ」銀メダリストの

佐藤翔悟さんによる実演

「パソコンデータ入力」
大原尚史さん（滋賀県）

「製品パッキング」
松浦健太郎さん（山形県）

「製品パッキング」銀賞、
宇野智貴さん（岐阜県）
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間
の
在
宅
勤
務
を
し
て
い
る
。
同
行
し
て
い
た

関
係
者
に
よ
る
と
「
す
ば
ら
し
い
実
力
の
持
ち

主
で
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
制
作
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
。
母
親
は
「
以
前
か
ら
働

き
た
い
と
い
っ
て
い
て
、
事
業
所
で
本
格
的
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
を
習
得
し
た
よ
う
で
す
。

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
と
い
う
本
人
の
強

い
意
思
で
、
こ
こ
ま
で
無
事
に
や
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
」。「
こ
の
仕
事
が
好
き
で
す
」
と
答
え

て
く
れ
た
三
浦
さ
ん
は
、
努
力
賞
を
獲
得
し
た
。

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」は
、ロ
ボ
ッ

ト
の
動
き
を
指
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

動
き
の
指
示
の
し
や
す
さ
や
動
作
確
認
の
機
能
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
た
と
き
の
正
確
さ
や
速
さ

を
競
う
（
６
時
間
）。
稲い
な

葉ば

洋よ
う

介す
け

さ
ん
（
東
京
都
）

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
企
業
で
パ
ソ
コ
ン
の
研
修

指
導
を
し
て
い
る
。「
同
僚
に
仕
事
を
肩
代
わ

り
し
て
も
ら
い
な
が
ら
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
番
で
は
仕
様
が
違
う
点
も
多
く
苦
労
し
ま
し

た
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
今
後
も
挑
戦
し

た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
た
。

●
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
／�

�

電
子
機
器
組
立
／
パ
ソ
コ
ン
組
立

　
「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
の
課
題
は
、「
リ
フ
ト
機
構
」

の
部
品
図
と
組
立
図
、
軸
測
投
影
法
に
よ
る
組

立
図
と
立
体
分
解
図
の
作
成
（
３
時
間
10
分
）。

Ｉ
Ｔ
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
通
う
東ひ
が
し

蒼そ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
熊
本
県
）
は
、「
ソ
フ
ト
が
違
う
こ
と
も
あ
り
、

む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
一
方
で
、「
機

械
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
扱
う
職
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
仕
事
に
慣
れ
た
ら
ま
た
挑
戦
し
て
み
た

い
で
す
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　

視
覚
障
害
の
あ
る
選
手
が
対
象
の
「
パ
ソ
コ
ン

操
作
」
は
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
情
報
読
み
上
げ
ソ

フ
ト
や
拡
大
読
書
器
な
ど
の
支
援
機
器
を
活
用

し
、
表
デ
ー
タ
の
修
正
・
加
工
や
差
込
文
書
機

能
の
利
用
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に

よ
る
資
料
作
成
な
ど
４
課
題
（
90
分
）。
石い
し

黑ぐ
ろ

知と
も

頼よ
り

さ
ん
（
新
潟
県
）
は
、
入
社
７
年
目
の
特

例
子
会
社
で
20
人
ほ
ど
に
仕
事
を
ふ
り
分
け
る

リ
ー
ダ
ー
役
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
盲
学
校

時
代
か
ら
挑
戦
し
て
き
た
。
競
技
後
、「
見
た

目
を
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
経
験
を
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
「
表
計
算
」
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、

表
の
装
飾
・
編
集
、
関
数
式
に
よ
る
表
の
完
成
、

デ
ー
タ
処
理
お
よ
び
グ
ラ
フ
作
成
を
行
い
、
総

合
的
な
ス
キ
ル
を
競
う（
75
分
）。下し
も

田だ

康や
す

幸ゆ
き

さ
ん

（
群
馬
県
）
は
、
職
場
で
は
集
計
業
務
な
ど
を

担
当
。「
毎
回
ひ
ね
り
が
き
い
て
い
る
課
題
が
出

る
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
自
分
の
足
り
な

い
部
分
を
認
識
し
ま
す
。
若
い
世
代
を
指
導
す

る
年
齢
と
立
場
で
す
が
、
自
己
研け
ん

鑽さ
ん

は
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

●
Ｄ
Ｔ
Ｐ
／
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」の
課
題
は
、観
光
業
界
に
お
け
る「
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
テ
ー
マ
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
消

費
者
の
興
味
を
喚
起
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
表

面
カ
ラ
ー
・
裏
面
モ
ノ
ク
ロ
）
の
作
成
（
３
時

間
30
分
）。４
回
目
の
挑
戦
で
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を
決
め
た
と
い
う
菅か
ん

野の

雄ゆ
う

喜き

さ
ん
（
宮

城
県
）
は
、
競
技
前
「
説
明
会
で
審
査
員
に
わ

か
ら
な
い
部
分
を
教
え
て
も
ら
い
安
心
し
ま
し
た
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
意

気
込
ん
で
い
た
。
お
子
さ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
夫

に
応
援
さ
れ
て
い
た
井い

門ど

明あ

日す

香か

さ
ん（
愛
媛
県
）

は
、
前
回
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
賞
受
賞

を
機
に
転
職
、
希
望
し
て
い
た
Ｄ
Ｔ
Ｐ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
そ
う
だ
。「
今
回
は
持

ち
込
め
る
デ
ー
タ
素
材
が
限
ら
れ
、
本
番
で
ど

れ
だ
け
描
け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
得
意

の
イ
ラ
ス
ト
を
活
か
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
雑
貨
販
売
店
に
お
け

る
売
上
を
管
理
す
る
「
売
上
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
指
定
さ
れ
た
10
の
課
題
に
沿
っ
て
作
成
す
る

（
３
時
間
）。
小こ

林ば
や
し

隆り
ゅ
う

誠せ
い

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、

会
社
で
デ
ー
タ
入
力
や
シ
ス
テ
ム
を
組
む
仕
事

な
ど
を
担
当
。
職
場
の
上
司
が
「
社
内
で
は
『
先

輩
が
出
た
な
ら
私
も
』
な
ど
と
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
挑
戦
者
が
増
え
、
今
回
の
地
方
大
会
は
約
15

人
で
す
。
練
習
し
な
が
ら
効
率
的
な
作
業
に
も

つ
な
が
る
な
ど
、よ
い
影
響
も
広
が
っ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
た
小
林
さ
ん
は
、金
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
は
、「
観
光
農
園
に
関
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
課

題
（
４
時
間
30
分
）。
事
前
課
題
と
し
て
作
成
・

提
出
し
た
作
品
に
対
し
、
当
日
新
た
に
提
示
さ

れ
た
要
件
・
仕
様
に
沿
っ
て
制
作
す
る
。
三み

浦う
ら

寿と
し

規き

さ
ん
（
宮
城
県
）
は
、
脊せ

き

椎つ
い

損
傷
に
よ
る

重
度
の
身
体
障
害
が
あ
り
寝
た
き
り
だ
が
、
競

技
会
場
で
は
、
目
の
前
に
固
定
さ
れ
た
棒
状
の

ス
イ
ッ
チ
を
口
先
で
触
れ
な
が
ら
器
用
に
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
て
い
た
。
約
８
年
前
か
ら
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
週
３
日
、
１
日
４
時

「DTP」
菅野雄喜さん（宮城県）

「表計算」
下田康幸さん（群馬県）

「パソコン操作」
石黑知頼さん（新潟県）

「DTP」
井門明日香さん（愛媛県）

「データベース」金賞、
小林隆誠さん（愛知県）
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●
歯
科
技
工
／
義
肢
／
家
具
／
木
工

　
「
歯
科
技
工
」
は
前
回
大
会
か
ら
、
歯
科
医

療
業
界
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
を
使
っ

た
競
技
に
な
っ
て
い
る
。
課
題
は
、
２
種
類
の

デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ビ
ン
グ
（
各
２
時
間
30
分
）
だ
。

小こ

林ば
や
し

正ま
さ

典の
り

さ
ん
（
千
葉
県
）
は
、
全
国
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
銀
賞
受
賞
経
験
も
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
。

競
技
後
「
今
回
は
課
題
内
容
が
想
定
外
で
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。
歯
科
技
工
も
デ
ジ
タ
ル
化

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
も
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」と
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
義
肢
」
の
課
題
は
、
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
「
下
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
」
の
製
作
（
４

時
間
15
分
）。
７
年
ぶ
り
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
武た
け

内う
ち

啓あ
き
ら

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
13
年
前
、

交
通
事
故
で
義
足
と
な
っ
た
の
を
機
に
義
肢
装

具
士
と
な
っ
た
。
参
加
選
手
は
１
人
で
孤
軍
奮

闘
の
な
か
「
実
力
は
出
し
切
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
武
内
さ
ん
は
、
見
事
金
賞
を
受

賞
し
た
。

　
「
家
具
」
の
課
題
は
、
花
台
の
製
作
（
５
時

間
30
分
）。
板
と
板
、
角
材
と
角
材
の
接
合
を

い
か
に
正
確
に
加
工
で
き
る
か
が
重
要
だ
。
参

加
選
手
は
、
聾ろ
う

学
校
に
通
う
奥お

く

野の

大や
ま

和と

さ
ん（
長

崎
県
）
と
、
同
校
Ｏ
Ｂ
で
船
舶
装
備
会
社
に
勤

　
「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
は
、
集
合
住
宅
を
目
的
と

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
ビ
ル
の

図
面
（
縮
尺
１
／
１
０
０
の
平
面
図
、
立
面
図
、

断
面
図
）
を
Ａ
３
用
紙
２
枚
に
仕
上
げ
る
（
３

時
間
30
分
）。
割わ
り

石い
し

崇た
か

寛ひ
ろ

さ
ん
（
栃
木
県
）
は
、

多
機
能
型
事
業
所
で
２
年
前
か
ら
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

の
勉
強
を
始
め
た
。
事
業
所
の
関
係
者
に
よ
る

と
、「
体
調
を
崩
し
て
中
断
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
強
い

意
思
で
が
ん
ば
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う
。

割
石
さ
ん
は
競
技
後
、「
こ
ん
な
に
限
ら
れ
た
時

間
で
手
が
け
た
こ
と
が
な
く
、
た
い
へ
ん
で
し

た
が
、
今
後
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
」

と
答
え
、
努
力
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
電
子
機
器
組
立
」
の
課
題
は
、
省
エ
ネ
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
の
組
立
て（
４
時
間
）。な
か
で
も「
は
ん

だ
付
け
」
作
業
は
、
機
器
の
信
頼
性
に
影
響
を

お
よ
ぼ
す
重
要
な
部
分
だ
と
い
う
。
埼
玉
県
に

あ
る
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
が
運
営
す
る
国
立
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ
浅あ
さ

野の

壱い
っ

哲て
つ

さ
ん

（
埼
玉
県
）
は
、
競
技
後
に
「
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
準
備
不
足
と
実
力
不
足
を
痛
感
し

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
経
験
を
活
か
し
て
就
職

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ

ソ
コ
ン
の
指
定
さ
れ
た
部
品
を
取
り
外
し
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
後
に
組
み
立
て
直
し
て
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
設
定
を
行
う
（
４

時
間
）。
島し
ま

田だ

静し
ず

香か

さ
ん
（
北
海
道
）
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
運
営
す
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
教
え
た

り
パ
ソ
コ
ン
検
品
な
ど
を
担
当
し
た
り
し
て
い

る
。
４
回
目
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
が
「
じ

つ
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
フ
ァ
ン
の
組
立
て
が
苦
手
で
、
今

日
も
つ
ま
ず
い
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
完
成
に

近
づ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
て
い
た
。

「DTP」
井門明日香さん（愛媛県）

「データベース」金賞、
小林隆誠さん（愛知県）

「ホームページ」努力賞、
三浦寿規さん（宮城県）

「建築CAD」努力賞、
割石崇寛さん（栃木県）

「パソコン組立」
島田静香さん（北海道）

「機械CAD」
東蒼一郎さん（熊本県）

「コンピュータプログラミング」
稲葉洋介さん（東京都）

「電子機器組立」
浅野壱哲さん（埼玉県）

「歯科技工」小林正典さん（千葉県）

「義肢」金賞、武内啓さん（愛知県）

「家具」奥野大和さん（長崎県）
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か
ら
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
後
、

義
肢
製
作
所
に
就
職
。
職
場
も
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
へ
の
理
解
が
あ
る
そ
う
だ
。「
練
習
で
は

余
裕
が
あ
っ
た
の
に
、
本
番
で
は
慎
重
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
小
濵
さ
ん

だ
が
、
金
賞
に
輝
い
た
。

　
「
縫
製
」
の
課
題
は
、
エ
プ
ロ
ン
の
縫
製
で
、

配
付
さ
れ
た
９
枚
の
パ
ー
ツ
を
ミ
シ
ン
や
ア
イ

ロ
ン
な
ど
を
使
っ
て
完
成
さ
せ
る
（
４
時
間
）。

銅
賞
入
賞
の
経
験
も
あ
る
前ま
え

田だ

章あ
き

江え

さ
ん
（
熊

本
県
）
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
作
業

所
に
通
い
な
が
ら
、
好
き
な
縫
製
で
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
。
競
技
後
、「
最

後
ま
で
完
成
で
き
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
ま
た
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
は
花
束
、
花

嫁
の
ブ
ー
ケ
、
会
場
装
飾
（
ワ
ン
サ
イ
ド
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
）
に
、
今
回
か
ら
新
た
に
サ
プ
ラ
イ

ズ
競
技
を
加
え
た
４
課
題（
60
分
・
60
分
・
45
分
・

45
分
）
と
な
っ
た
。
不
動
産
関
連
会
社
に
勤
め

る
井い

口ぐ
ち

健け
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
東
京
都
）
は
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
始
め
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
個
人
的
に
学
び
続
け
、
い
ま
は
顧

客
に
贈
る
花
を
つ
く
る
部
署
の
リ
ー
ダ
ー
役
だ
。

「
前
回
大
会
の
講
評
で
い
わ
れ
た
“
滝
の
流
れ
の

よ
う
に
”
と
い
う
ブ
ー
ケ
の
つ
く
り
方
を
、
教

室
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
ふ
り

返
っ
た
井
口
さ
ん
は
、
銅
賞
を
獲
得
。
同
行
し

た
先
生
は
「
彼
は
子
ど
も
向
け
の
教
室
で
教
え

る
立
場
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
通
う
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
も
夢
を
与
え
る
存
在
で
す
」
と

た
た
え
て
い
た
。

め
る
田た

中な
か

匠し
ょ
う

貴き

さ
ん
（
長
崎
県
）
の
２
人
。
競

技
後
、
奥
野
さ
ん
は
「
朝
早
く
学
校
に
行
っ
て

練
習
し
て
き
ま
し
た
。
時
間
オ
ー
バ
ー
で
し
た

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
出
て
１
位
に
な

れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」、
田
中
さ
ん
は

「
仕
事
で
バ
タ
バ
タ
し
て
練
習
時
間
が
足
り
な
い

と
思
い
努
力
し
ま
し
た
。
課
題
内
容
は
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
も
出
て
、
国
際
大
会
を
目

ざ
し
た
い
で
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
伝
え

て
く
れ
た
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
選
手
が
参
加
す
る
「
木
工
」

の
課
題
は
、「
蓋ふ
た

付
き
木
箱
」の
製
作（
５
時
間
）。

の
こ
ぎ
り
、
の
み
、
か
ん
な
な
ど
の
手
工
具
を

使
い
こ
な
し
て
洗
練
さ
れ
た
製
品
づ
く
り
を
競

う
。
斉さ
い

藤と
う

大だ
い

地ち

さ
ん（
北
海
道
）は
、手
先
を
使
っ

た
作
業
が
得
意
で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
で
は
木
の
お
も
ち
ゃ
の
や
す
り
が
け
を
担
当
。

「
作
業
台
の
高
さ
が
変
わ
る
だ
け
で
、
微
妙
に

む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
ね
。
ふ
た
部
分
は
練
習

よ
り
早
く
で
き
た
分
、
油
断
し
て
箱
の
作
業
が

遅
れ
ま
し
た
。
作
業
所
で
も
お
も
ち
ゃ
を
つ
く

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
斉

藤
さ
ん
は
、
銀
賞
入
賞
を
果
た
し
た
。

●
洋
裁
／
縫
製
／
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

／
ネ
イ
ル
施
術
／
写
真
撮
影

　
「
洋
裁
」
の
課
題
は
、
薄
手
ウ
ー
ル
を
使
っ
た

オ
ー
ダ
ー
仕
立
て
の
「
オ
ー
バ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
」

の
製
作
（
６
時
間
）。
支
給
さ
れ
る
粗あ
ら

裁だ

ち
し
た

布
地
を
使
い
、
裁
断
か
ら
芯
貼
り
、
印
付
け
、

本
縫
い
ミ
シ
ン
、
ア
イ
ロ
ン
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン

の
順
で
作
業
を
進
め
る
。
小お

濱ば
ま

望の
ぞ
み

さ
ん
（
鹿
児

島
県
）
は
、
昨
年
は
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
「
ネ
イ
ル
施
術
」
は
、
ネ
イ
ル
ケ
ア
と
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
（
75
分
）、
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
ア
ー
ト
（
70

分
）の
２
課
題
。
宮
城
県
代
表
の
及お
い

川か
わ

晴は
る

菜な

さ
ん

と
河か
わ

邊べ

由ゆ

菜な

さ
ん
は
、
私
立
特
別
支
援
学
校
の

３
年
生
だ
。
授
業
で
ネ
イ
ル
や
着
付
け
な
ど
を

学
ん
で
い
る
と
い
う
。
及
川
さ
ん
は
「
い
ま
ま

で
に
な
い
ぐ
ら
い
集
中
し
ま
し
た
。
練
習
通
り

に
で
き
て
満
足
で
す
」、
河
邊
さ
ん
は
「
緊
張
し

ま
し
た
が
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
は
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
「
写
真
撮
影
」
は
、
愛
知
県
国
際
展
示
場
で

開
催
さ
れ
る
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
す
る
こ
と
を
想

定
し
た
魅
力
的
な
写
真
を
撮
影
し
、
６
枚
を
選

択
し
て
プ
リ
ン
ト
す
る
（
４
時
間
）。
聴
覚
障
害

の
あ
る
福ふ
く

田だ

孝こ
う

二じ

さ
ん
（
鳥
取
県
）
は
、
勤
務

先
で
あ
る
県
警
本
部
の
広
報
関
連
部
署
で
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。

「
前
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
内
容
を
理
解

し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
展
示
場
内
外
で
は
、
み

な
さ
ん
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
撮
影
で
き

ま
し
た
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

●
技
能
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

物
流
ワ
ー
ク
／
ド
ロ
ー
ン
操
作

前
回
に
続
き
披
露
さ
れ
た「
物
流
ワ
ー
ク
」は
、

「ネイル施術」宮城県代表の
及川晴菜さん（左）と
河邊由菜さん（右）

「洋裁」金賞、小濵望さん（鹿児島県） 「家具」田中匠貴さん（長崎県）「木工」銀賞、斉藤大地さん（北海道）
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ス
ト
で
あ
る
中
　
　
樹
さ
ん
（
※
４
）
、
東
京
２

０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ｯ
ク
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女

子
ダ
ブ
ル
ス
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

者
を
応
援
す
る
仲
間
の
集
い
~
」
は
、
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
障
害

の
あ
る
人
の
職
業
能
力
や
雇
用
に
関
す
る
展
示
・

実
演
な
ど
を
通
し
て
来
場
者
に
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
今
年
は

団
体
・

事
業
所
な
ど
が
、「
能
力
開
発
エ
リ
ア
」、「
就
労

支
援
エ
リ
ア
」、「
職
場
紹
介
エ
リ
ア
」、「
特
設
コ
ー

ナ
ー
」に
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
た
ほ
か
、特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
出
展
者
の
紹
介
や
実
演
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
第

回
国
際
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
歯
科
技
工
」
種
目
金
メ
ダ
リ

※４　�本誌2023年11月号「メダリストを訪ねて」で、中川さんをご紹介しています。
https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/book/hiroba_202311/index.html#page=4

予
定
で
す
」
と
説
明
す
る
。
技
を
披
露
し
て
く

れ
た
中な
か

山や
ま

友ゆ
う

希き

さ
ん
は
「
初
め
て
ド
ロ
ー
ン
操

作
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
楽
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

●
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
３

競
技
エ
リ
ア
の
隣
接
フ
ロ
ア
で
開
催
さ
れ
た

「
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
３
~
働
く
障
害

91
10

な
か

川が
わ

直な
お
き

山や
ま

崎ざ
き

悠ゆ

麻ま

さ
と里
見み

紗さ

李り

奈な

さ
ん

意
見
を
交
わ
し
た
。

国
立
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
科
に
通
う
３
人
が
参
加

し
た
。
倉
庫
の
棚
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
品
物

を
指
示
書
通
り
に
選
び
出
し
、
折
り
た
た
み
コ
ン

テ
ナ
に
詰
め
る
。
さ
ら
に
納
品
物
が
伝
票
通
り

か
を
確
認
し
て
店
内
の
棚
に
補
充
す
る
と
い
う

流
れ
だ
。
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
埼
玉
大
会
で

は
以
前
か
ら
独
自
競
技
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

担
当
者
に
よ
る
と
「
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
品
出
し
作
業
を
想
定
し

た
訓
練
を
重
ね
、
就
職
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
」

と
い
う
。
昨
年
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
「
う
ち
の
県
で
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

関
係
者
も
い
た
そ
う
だ
。

　

一
方
、
今
回
初
め
て
の
「
ド
ロ
ー
ン
操
作
」
は
、

建
築
物
の
点
検
業
務
を
想
定
し
、
高
い
場
所
や

操
縦
者
か
ら
見
え
な
い
位
置
に
設
置
さ
れ
た
複

数
の
対
象
物
を
ド
ロ
ー
ン
で
見
つ
け
て
撮
影
し
、

位
置
を
把
握
す
る
と
い
う
内
容
。
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
、
岡
山
県
に
あ
る
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
が
運
営
す
る
国
立
吉
備
高
原
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
は
「
ド

ロ
ー
ン
操
作
の
訓
練
は
昨
年
か
ら
始
め
、
撮
影

や
設
備
点
検
関
連
の
仕
事
に
活
か
し
て
も
ら
う

閉
会
式

　

閉
会
式
に
は
、
前
日
熱
戦
を
く
り
広
げ
た
大

勢
の
選
手
た
ち
が
参
加
。
厚
生
労
働
省
の
岸き
し

本も
と

武た
け

史し

人
材
開
発
統
括
官
の
挨
拶
に
続
き
、
成
績

発
表
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
競
技
種
目
ご
と

に
努
力
賞
・
銅
賞
・
銀
賞
・
金
賞
の
受
賞
者
が
発

表
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
表
彰
台
で
は
、
大
き
な

拍
手
と
と
も
に
受
賞
者
に
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

　

次
回
大
会
開
催
地
で
あ
る
愛
知
県
の
大お
お

村む
ら

秀ひ
で

章あ
き

知
事
が
、
大
会
旗
の
引
継
ぎ
後
に
挨
拶
。
最

後
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
輪
島
忍
理
事
長
が
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ア
ビ
リ
ス
」

と
と
も
に
登
壇
し
、「
２
０
２
７
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
お
い
て
第
11
回
国
際
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
に
お
い
て
も
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
国
内
大
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
な

ど
と
締
め
く
く
っ
た
。
閉
会
式
終
了
後
は
、
専
門

委
員
に
よ
る
講
評
の
場
が
設
け
ら
れ
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
る
選
手
た
ち
の
長
い
列
が
で
き
て
い
た
。

11
月
19
日（
日
）

「フラワーアレンジメント」銅賞、
井口健太郎さん（東京都）

「縫製」前田章江さん（熊本県）「写真撮影」
福田孝二さん（鳥取県）

第10回国際アビリンピック「歯科技工」種目金メダリストの
中川直樹さんらが参加したトークセッション

技能デモンストレーション「物流ワーク」

技能デモンストレーション
「ドローン操作」中山友希さん

「障害者ワークフェア2023」
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自
身
が
義
足
に
な
っ
た
後
、
こ
の
競
技
に
挑
戦

し
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
結
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
だ
研
鑽

す
べ
き
部
分
も
あ
る
の
で
が
ん
ば
り
な
が
ら
、

国
際
大
会
も
目
ざ
し
ま
す
」。

「
歯
科
技
工
」の
村む

ら

上か
み

祐ゆ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
千
葉
県
）

は
、「
前
大
会
で
メ
ダ
ル
な
し
に
終
わ
っ
た
反
省

を
ふ
ま
え
な
が
ら
練
習
を
し
て
き
た
結
果
、
念

願
の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
」。

「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
の
前ま

え

川か
わ

哲さ
と

志し

さ
ん

（
長
野
県
）
は
、「
前
回
銀
賞
の
反
省
か
ら
、
段

取
り
も
考
え
正
確
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
ま
し

た
。
よ
う
や
く
金
賞
が
と
れ
、
う
れ
し
い
で
す
。

今
後
も
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
活
躍
を
多
く
の

人
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
」。

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
小こ

林ば
や
し

隆り
ゅ
う

誠せ
い

さ
ん
（
愛

知
県
）
は
、
銅
賞
、
銀
賞
か
ら
の
金
賞
。「
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。
職
場
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
て
も
ら
い
つ
つ
自
宅
で
も
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
出
場
者
が
多
く
な
い
の
で
、

も
っ
と
門
戸
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
の
神か

ん

田だ

優ゆ
う

花か

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、
努
力
賞
か
ら
の
ジ
ャ
ン

プ
ア
ッ
プ
。「
出
身
の
聾
学
校
の
後
輩
た
ち
に
も
、

努
力
が
結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
い
ろ
い

ろ
な
人
に
技
能
を
知
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
」。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
の
角か

く

田た

智と
も

活か
つ

さ
ん
（
青
森
県
）
は
、「
成
果
を
評
価
し
て

も
ら
い
う
れ
し
い
で
す
。
改
善
点
も
承
知
し
て

い
る
の
で
、
精
進
し
て
高
み
を
目
ざ
し
ま
す
。

「
洋
裁
」の
小お

濱ば
ま

望の
ぞ
み

さ
ん（
鹿
児
島
県
）は
、「
念

願
の
金
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
と
っ
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
知
識
や

技
能
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、
今
後
も
勉
強

し
て
い
き
な
が
ら
、
国
際
大
会
を
目
ざ
し
た
い

で
す
」。

　
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
の
石い

し

川か
わ

小さ

百ゆ

合り

さ
ん
（
東
京
都
）

は
２
回
目
の
全
国
大
会
。
Ｉ
Ｔ
企
業
の
印
刷
部

署
で
働
い
て
い
る
と
い
う
。「
実
感
が
わ
か
な
い

の
で
す
が
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後
も
仕
事
に

活
か
し
て
い
き
な
が
ら
、
国
際
大
会
に
行
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」の
植う

え

村む
ら

晃あ
き
ら

さ
ん（
愛
知
県
）は
、

職
場
で
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
管
理
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
。

「
こ
れ
ま
で
何
回
も
参
加
し
て
き
た
の
で
、
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。
経
験
を
活
か
し
て
さ
ら
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
国
際
大
会
へ
の
出
場

も
目
ざ
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」の
天あ

ま

野の

寛ひ
ろ

隆た
か

さ
ん（
愛
知
県
）

は
、
２
回
の
銀
賞
か
ら
の
金
賞
。「
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
つ
ち
か
っ
て
き
た
ス
キ
ル
を
仕
事

に
も
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
い
う
目
標
に
向
け
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
違
う
種
目
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
」。

「
電
子
機
器
組
立
」
の
岡お

か

本も
と

是こ
れ

信の
ぶ

さ
ん
（
愛

知
県
）
は
、
勤
務
先
で
あ
る
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
の
先
輩
が
昨
年
、
金
賞
を
受
賞
。
自
身
も

初
出
場
で
の
快
挙
に
「
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
義
肢
」
の
武た

け

内う
ち

啓あ
き
ら

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、「
私

金
賞
受
賞
者
た
ち
の

喜
び
の
声

「データベース」金賞、
小林隆誠さん（愛知県）

「パソコンデータ入力」金賞、
古澤俊則さん（千葉県）

「義肢」金賞、
武内啓さん（愛知県）

「歯科技工」金賞、
村上祐太郎さん（千葉県）

「電子機器組立」金賞、
岡本是信さん（愛知県）

「フラワーアレンジメント」金賞、
神田優花さん（愛知県）

「ビルクリーニング」金賞、
伊藤直明さん（北海道）

「製品パッキング」金賞、
佐久間慶人さん（宮城県）

「DTP」金賞、
石川小百合さん（東京都）

「機械CAD」金賞、
植村晃さん（愛知県）

「建築CAD」金賞、
天野寛隆さん（愛知県）

「洋裁」金賞、
小濵望さん（鹿児島県）

「ワード・プロセッサ」金賞、
前川哲志さん（長野県）

「コンピュータプログラミング」金賞、
角田智活さん（青森県）
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ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
っ
と
知
ら
れ
て
、
多
く

の
選
手
が
挑
戦
で
き
る
大
会
に
な
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
」。

「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」の
伊い

藤と
う

直な
お

明あ
き

さ
ん（
北

海
道
）
は
、
勤
務
先
で
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
清

掃
業
務
を
担
当
し
、
３
回
目
の
挑
戦
で
初
の
全

国
大
会
。「
い
ま
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
出
せ
た

こ
と
が
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。た
く
さ
ん

の
後
輩
た
ち
に
も
教
え
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」の
佐さ

久く

間ま

慶け
い

人と

さ
ん（
宮

城
県
）
は
、
製
造
の
前
加
工
の
作
業
を
担
当
。

昨
年
金
賞
だ
っ
た
会
社
の
先
輩
か
ら
助
言
も
も

ら
っ
た
。「
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
職
場
で
も

パ
ッ
キ
ン
グ
作
業
が
あ
る
の
で
、
こ
の
経
験
を

活
か
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
の
高た

か

橋は
し

夏な
つ

姫き

さ
ん
（
大

分
県
）
は
、
あ
ふ
れ
る
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
「
長

く
挑
戦
し
て
き
て
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
上
司
が
『
そ
れ
で
い
い
の
？
』
と
や
さ
し

く
諭さ

と

し
て
く
れ
て
金
賞
が
と
れ
ま
し
た
。
あ
き

ら
め
ず
に
続
け
て
よ
か
っ
た
で
す
」。

「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」の
菊き

く

田た

真ま

弓ゆ

さ
ん

（
愛
知
県
）
は
、
職
場
で
は
メ
ー
ル
便
業
務
を
担

当
。「
練
習
は
辛
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
す
る
仲
間
た
ち
と
が
ん

ば
れ
ま
し
た
。
今
後
は
後
輩
た
ち
を
指
導
し
な

が
ら
、
品
質
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
表
計
算
」
の
風か

ぜ

晴は
れ

岬み
さ
き

さ
ん
（
青
森
県
）
は
、

職
場
の
同
僚
た
ち
の
寄
せ
書
き
の
旗
を
手
に
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
た
。「
銅
賞
、
銀
賞
を
経
て

い
た
の
で
金
賞
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
が
本
当
に

と
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。
職
場
の
仕
事
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
」。

「
ネ
イ
ル
施
術
」
の
坂さ

か

角ず
み

ゆ
か
り
さ
ん
（
東

京
都
）
は
、「
前
回
の
銀
か
ら
金
に
な
っ
て
感
無

量
で
す
。
競
技
中
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
れ
た
職
場
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

国
際
大
会
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」。

「
写
真
撮
影
」の
小こ

林ば
や
し

梨り

乃の

さ
ん（
北
海
道
）は
、

特
別
支
援
学
校
で
美
術
部
に
所
属
し
、
趣
味
で

鳥
の
写
真
な
ど
を
撮
っ
て
い
る
と
い
う
。「
こ
の

経
験
を
今
後
の
写
真
活
動
に
も
役
立
て
た
い
で

す
。
見
て
く
れ
る
人
に
、
思
い
が
伝
わ
る
よ
う

な
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」
の
坂さ

か

根ね

武た
け

史し

さ
ん
（
島
根

県
）
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
中
古

パ
ソ
コ
ン
の
整
備
や
修
理
を
担
当
。「
私
は
30

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め
て
５
年
半
で
す
。
み
な

さ
ん
に
も
、
年
齢
を
気
に
せ
ず
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

「
パ
ソ
コ
ン
操
作
」
の
糸い

と

野の

海か
い

生き

さ
ん
（
埼
玉

県
）
は
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
資
格
を
持
ち
、

今
後
は
就
労
支
援
の
現
場
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
働
く
そ
う
だ
。「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
ざ

す
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
大
き
な
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。
よ
い
機
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」。

「
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」
の
古ふ

る

澤さ
わ

俊と
し

則の
り

さ
ん

（
千
葉
県
）
は
、
職
場
で
は
デ
ー
タ
入
力
や
名

刺
作
成
な
ど
の
業
務
を
担
当
。「
時
間
内
に
正

確
に
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
金
賞
が
と
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
会
社
で
働

き
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」。

「
木
工
」
の
宮み

や

﨑ざ
き

裕ゆ
う

史じ

さ
ん
（
熊
本
県
）
は
、

多
機
能
型
事
業
所
で
木
製
雑
貨
な
ど
を
つ
く
っ

て
い
る
。「
う
れ
し
い
で
す
」
と
満
面
の
笑
み
を

見
せ
る
本
人
の
そ
ば
で
、
母
親
は
「
こ
れ
ま
で

何
度
も
挑
戦
し
、
本
番
で
緊
張
し
て
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は

驚
く
ほ
ど
落
ち
着
い
て
取
り
組
め
た
よ
う
で
す
」

と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。

「パソコン操作」金賞、
糸野海生さん（埼玉県）

「表計算」金賞、
風晴岬さん（青森県）

「写真撮影」金賞、
小林梨乃さん（北海道）

「ネイル施術」金賞、
坂角ゆかりさん（東京都）

「パソコン組立」金賞、
坂根武史さん（島根県）

「パソコンデータ入力」金賞、
古澤俊則さん（千葉県）

「木工」金賞、
宮﨑裕史さん（熊本県）

「ビルクリーニング」金賞、
伊藤直明さん（北海道）

「製品パッキング」金賞、
佐久間慶人さん（宮城県）

「オフィスアシスタント」金賞、
菊田真弓さん（愛知県）

「喫茶サービス」金賞、
高橋夏姫さん（大分県）

「ワード・プロセッサ」金賞、
前川哲志さん（長野県）

みなさん、
おめでとう
ございます！

働く広場  2024.2働く広場  2024.211 10



第 43 回 全国アビリンピック
入賞者発表！

洋

裁

松ま
つ

本も
と

　
弥や
よ
い生

熊
本
県

Ｄ

Ｔ

Ｐ

三み

澤さ
わ

　
有ゆ

香か

長
野
県
社
会
福
祉
法
人
な
が
の
コ
ロ
ニ
ー 

長
野
福
祉
工
場

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

木き

村む
ら

　
信の
ぶ

隆た
か

千
葉
県
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立

横よ
こ

内う
ち

　
庄し
ょ
う

一い
ち

長
野
県
エ
プ
ソ
ン
ミ
ズ
ベ
株
式
会
社

歯
科
技
工

吉よ
し

見み

　
　
朗あ
き
ら

鹿
児
島
県
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

鈴す
ず

木き

　
　
誉ほ
ま
れ

三
重
県
日
東
ひ
ま
わ
り
亀
山
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

一い
ち

野の

翔し
ょ
う

太た

郎ろ
う

熊
本
県
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

米よ
ね

田だ

　
涼り
ょ
う

子こ

福
岡
県
進
和
興
産
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

兼か
ね

松ま
つ

　
利り

江え

静
岡
県
Ｕ
Ｔ
ハ
ー
ト
フ
ル
株
式
会
社 
船
橋
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大お
お

西に
し

　
彩あ
や

音ね

神
奈
川
県
株
式
会
社
日
立
ゆ
う
あ
ん
ど
あ
い

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

宇う

野の

　
智と
も

貴た
か

岐
阜
県
株
式
会
社
Ｏ
Ｋ
Ｂ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

匂さ
ぎ

坂さ
か

ま
ど
か
愛
知
県
中
電
ウ
イ
ン
グ
株
式
会
社

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

山や
ま

本も
と

　
愛ま
な

斗と

鳥
取
県
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社 

倉
吉
営
業
所

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

佐さ
さ々

木き

由ゆ

美み

子こ

岩
手
県
株
式
会
社
一
歩 

カ
フ
ェ
ア
ン
パ
ス

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

妹せ

尾お

　
　
翔か
け
る

島
根
県
松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

海う
み

野の

　
琉る

凪な

鹿
児
島
県
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

小こ

和わ

田だ

竜た
つ

央ひ
ろ

宮
城
県
東
北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

高た
か

張は
り

　
美み

玖く

神
奈
川
県
株
式
会
社
日
立
ゆ
う
あ
ん
ど
あ
い

表

計

算

山や
ま

本も
と

　
　
勇い
さ
む

栃
木
県
株
式
会
社
栃
木
銀
行

表

計

算

石い
し

田だ

　
圭け
い

佑す
け

島
根
県
佐
川
急
便
株
式
会
社 

松
江
営
業
所

ネ
イ
ル
施
術
一い
ち

木き

　
侑ゆ
う

子こ

東
京
都
野
村
不
動
産
ラ
イ
フ
＆
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

写
真
撮
影

平ひ
ら

澤さ
わ

　
実み

桜お

山
形
県
特
定
非
営
利
活
動
法
人
輝
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

メ
デ
ィ
ア
か
が
や
き

写
真
撮
影

清し

水み
ず

　
武た
け

志し

千
葉
県
株
式
会
社
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

パ
ソ
コ
ン
組
立

篠し
の

原は
ら

嘉か

鶴ず

馬ま

神
奈
川
県
富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作

藤ふ
じ

戸と

　
雅ま
さ

也や

岩
手
県
岩
手
県
庁 

ふ
る
さ
と
振
興
部
調
査
統
計
課

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

石い
し

井い

　
郁い
く

光み

奈
良
県
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ

木

工

斉さ
い

藤と
う

　
大だ
い

地ち

北
海
道
株
式
会
社
そ
る
ー
な 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
び
ー
ぼ

木

工

若わ
か

子こ

内な
い

　
塁る
い

岩
手
県
有
限
会
社
吉
田
研
磨
工
業

木

工

新し
ん

地ち

　
　
雅み
や
び

鹿
児
島
県
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

銀 賞
洋

裁

小お

濵ば
ま

　
　
望の
ぞ
み

鹿
児
島
県
株
式
会
社
中
礼
義
肢
製
作
所

Ｄ

Ｔ

Ｐ

石い
し

川か
わ

小さ

百ゆ

合り

東
京
都
富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

植う
え

村む
ら

　
　
晃あ
き
ら

愛
知
県
新
東
工
業
株
式
会
社

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

天あ
ま

野の

　
寛ひ
ろ

隆た
か

愛
知
県
愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立

岡お
か

本も
と

　
是こ
れ

信の
ぶ

愛
知
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

義

肢

武た
け

内う
ち

　
　
啓あ
き
ら

愛
知
県
有
限
会
社
中
部
義
肢

歯
科
技
工

村む
ら

上か
み

祐ゆ
う

太た

郎ろ
う

千
葉
県
地
方
独
立
行
政
法
人
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

前ま
え

川か
わ

　
哲さ
と

志し

長
野
県
信
州
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

小こ

林ば
や
し

　
隆り
ゅ
う

誠せ
い

愛
知
県
中
電
ウ
イ
ン
グ
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

神か
ん

田だ

　
優ゆ
う

花か

愛
知
県
デ
ン
ソ
ー
テ
ク
ノ
株
式
会
社

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

角か
く

田た

　
智と
も

活か
つ

青
森
県
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
． 

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ 

ｂ
ｙ 

ｓ
ｔ
ｅ
ｐ 

Ｎ

–

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

伊い

藤と
う

　
直な
お

明あ
き

北
海
道
東
京
美
装
北
海
道
株
式
会
社 

札
幌
支
店

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

佐さ

久く

間ま

慶け
い

人と

宮
城
県
セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

高た
か

橋は
し

　
夏な
つ

姫き

大
分
県
社
会
福
祉
法
人
博
愛
会 

ｃ
ａ
ｆ
é 

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
é

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

菊き
く

田た

　
真ま

弓ゆ

愛
知
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム

表

計

算

風か
ぜ

晴は
れ

　
　
岬み
さ
き

青
森
県
株
式
会
社
み
ち
の
く
銀
行

ネ
イ
ル
施
術

坂さ
か

角ず
み

ゆ
か
り
東
京
都
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ
サ
ン
ラ
イ
ト

写
真
撮
影

小こ

林ば
や
し

　
梨り

乃の

北
海
道
北
海
道
函
館
高
等
支
援
学
校

パ
ソ
コ
ン
組
立

坂さ
か

根ね

　
武た
け

史し

島
根
県
障
害
者
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所 

Ｐ
Ｃ
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
う
あ
い

パ
ソ
コ
ン
操
作

糸い
と

野の

　
海か
い

生き

埼
玉
県
国
立
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

古ふ
る

澤さ
わ

　
俊と
し

則の
り

千
葉
県
株
式
会
社
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

木

工

宮み
や

﨑ざ
き

　
裕ゆ
う

史じ

熊
本
県
社
会
福
祉
法
人
ア
バ
ン
セ 

カ
サ
・
チ
コ

金 賞
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　愛知県国際展示場（愛知県常滑市）において、2023（令和５）年11月17日（金）から19日（日）までの３日間にわた
り開催した「第43回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」。今大会は、全25種目の技能競技に47都道府県か
ら369人の選手が集い、日ごろつちかった技能を競い合うとともに、障害者ワークフェアも開催し、多数の来場者を迎え
盛大な大会となりました。
　今大会の入賞者を以下の通り決定し、表彰を行いました。

洋

裁

久く

田だ

　
大だ
い

介す
け

広
島
県
株
式
会
社
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｏ

Ｄ

Ｔ

Ｐ

水み
ず

野の

は
る
か
愛
知
県
東
邦
フ
ラ
ワ
ー
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立

鈴す
ず

木き

　
久ひ
さ

史し

滋
賀
県
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
滋
賀
株
式
会
社

歯
科
技
工

河こ
う

野の

　
仁ひ
と

志し

北
海
道
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社
札
幌
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

松ま
つ

井い

謙け
ん

太た

郎ろ
う

静
岡
県
遠
州
鉄
道
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

亀か
め

山や
ま

　
　
保た
も
つ

愛
知
県
中
電
ウ
イ
ン
グ
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

若わ
か

井い

　
与よ

一い
ち

千
葉
県
株
式
会
社
千
葉
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

橋は
し

本も
と

　
芽め

依い

大
阪
府
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

井い

口ぐ
ち

健け
ん

太た

郎ろ
う

東
京
都
東
急
リ
バ
ブ
ル
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

土ど

門も
ん

　
大た
い

成せ
い

山
形
県
エ
プ
ソ
ン
ス
ワ
ン
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

小お

澤ざ
わ

　
百ゆ

合り

群
馬
県
群
馬
県
立
吾
妻
特
別
支
援
学
校

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

矢や

野の

　
宗そ
う

佑す
け

大
阪
府
株
式
会
社
ダ
イ
キ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
摂
津

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

畑は
た

本も
と

　
義よ
し

晴は
る

岡
山
県
株
式
会
社
ハ
ン
ズ

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

石い
し

倉く
ら

　
安あ
ん

七な

埼
玉
県
第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

内う
ち

山や
ま

　
瑛え

里り

岡
山
県
株
式
会
社
あ
り
が
と
う
フ
ァ
ー
ム

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

新に
っ

田た

　
月る

渚な

広
島
県
広
島
県
立
黒
瀬
特
別
支
援
学
校

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

苫と
ま

米べ

地ち

直な
お

樹き

福
島
県
株
式
会
社
と
う
ほ
う
ス
マ
イ
ル

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

福ふ
く

田だ

　
彩あ
や

佳か

大
阪
府
株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
大
阪
営
業
所

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

眞さ
な

田だ

　
英ひ
で

登と

兵
庫
県
株
式
会
社
川
重
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｋ
Ｃ
Ｔ
事
業
所

表

計

算

島し
ま

津つ

　
貴た
か

悠ひ
さ

岩
手
県

表

計

算

西に
し

本も
と

康こ
う

次じ

郎ろ
う

富
山
県
株
式
会
社
日
本
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ

表

計

算

見み

山や
ま

　
浩ひ
ろ

章あ
き

宮
崎
県
株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
延
岡
営
業
所

ネ
イ
ル
施
術

佐さ

藤と
う

　
萌も
え

子こ

北
海
道
ｎ
ａ
ｉ
ｌ
ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｖ
Ｉ

写
真
撮
影

森も
り

﨑さ
き

久く

美み

子こ

香
川
県
Ｓ
Ｃ
Ｃ
昭
和
町

パ
ソ
コ
ン
組
立

柿か
き

木の
き

　
徹て
つ

夫お

栃
木
県
レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
小
山
工
場

パ
ソ
コ
ン
操
作

岡お
か

澤ざ
わ

　
洋ひ
ろ

成な
り

栃
木
県
国
立
大
学
法
人
筑
波
技
術
大
学

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

伊い

藤と
う

　
祥し
ょ
う

源げ
ん

東
京
都
株
式
会
社
孝
朋

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

德と
く

野の

　
泰た
い

聖せ
い

福
岡
県
サ
ン
ア
ク
ア
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

縫

製

箱は
こ

岩い
わ

　
和か
ず

樹き

福
島
県
夢
み
ら
い
工
房

縫

製

黒く
ろ

澤さ
わ

　
智ち
ひ
ろ優

茨
城
県
茨
城
県
立
水
戸
高
等
特
別
支
援
学
校

木

工

坂さ
か

尾お

　
麻ま

奈な

茨
城
県
茨
城
県
立
水
戸
高
等
特
別
支
援
学
校

洋

裁

時と
き

田た

　
吏り

沙さ

愛
知
県
株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｕ

Ｄ

Ｔ

Ｐ

山や
ま

﨑ざ
き

菜な

津つ

子こ

栃
木
県
有
限
会
社
芯
和

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

割わ
り

石い
し

　
崇た
か

寛ひ
ろ

栃
木
県
え
む
つ
ー
あ
し
す
と
株
式
会
社
多
機
能
型
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
わ
ー
く
り
ん
く
宝
石
台

電
子
機
器
組
立

小こ

林ば
や
し

　
寛ひ
ろ

史ふ
み

三
重
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ト
リ
ム

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

石い
し

原は
ら

　
慎し
ん

也や

兵
庫
県
日
本
パ
ー
ソ
ネ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三み

浦う
ら

　
寿と
し

規き

宮
城
県
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｏ
Ｍ
＇Ｓ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

村む
ら

上か
み

　
駿は
や

斗と

東
京
都
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

二に

木き

　
愛ま
な

美み

千
葉
県
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校
市
川
大
野
高
等
学
園

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

北き
た

里ざ
と

　
唯い

誠せ
い

熊
本
県
特
定
非
営
利
活
動
法
人
栞

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

藤ふ
じ

野の

陽ひ

菜な

子こ

鳥
取
県
コ
メ
ダ
珈
琲
店
鳥
取
立
川
店

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

二に

山や
ま

愛あ

結ゆ

花か

岐
阜
県
株
式
会
社
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス

表

計

算

乙お

津つ

　
裕ゆ
う

治じ

埼
玉
県
国
立
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ネ
イ
ル
施
術

河か
わ

村む
ら

　
愛ま
な

未み

愛
知
県

写
真
撮
影

垣か
き

下し
た

　
晃こ
う

毅き

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
組
立

三み

宅や
け

　
勝か
つ

己み

神
奈
川
県
富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作

原は
ら

　
　
真ま

波な
み

東
京
都
三
井
金
属
鉱
業
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

鏡か
が
み

　
　
沙さ

弥や

福
島
県
株
式
会
社
と
う
ほ
う
ス
マ
イ
ル

縫

製

猪い
の

井い

　
美び

龍り
ゅ
う

香
川
県
社
会
福
祉
法
人
い
い
の
や
ま
福
祉
会
野
の
花

木

工

大お
お

川か
わ

　
柊し
ゅ
う

瑛え
い

静
岡
県
静
岡
県
立
あ
し
た
か
職
業
訓
練
校

努力賞 銅 賞
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―
―
佐
藤
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
ね
。

佐
藤　

パ
ソ
コ
ン
自
体
は
幼
稚
園
児
の
こ
ろ
か
ら
さ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
程
度
で
し
た
が
、

小
学
校
の
授
業
で
キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
ロ
ー
マ
字
入
力
を

教
わ
る
よ
う
に
な
り
、
自
宅
で
も
ど
ん
ど
ん
パ
ソ
コ
ン

入
力
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

通
っ
て
い
た
茨
城
県
立
勝か

つ

田た

特
別
支
援
学
校
で
も
パ

ソ
コ
ン
の
授
業
が
あ
り
、
さ
ら
に
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表

計
算
ソ
フ
ト
を
使
い
こ
な
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高

等
部
３
年
次
の
１
月
に
、
い
ま
の
勤
務
先
で
あ
る
「
株

式
会
社
日
立
パ
ワ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
で
１
週
間
ぐ

ら
い
の
職
場
実
習
を
受
け
ま
し
た
。
い
ま
も
入
力
作
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
今
日
中
」
と
か
「
１
週
間
以
内
」

と
か
、
た
ま
に
「
す
ぐ
に
お
願
い
」
と
頼
ま
れ
る
と
き

も
あ
り
ま
す
。
私
は
い
つ
も
「
一
度
受
け
た
仕
事
は
最

後
ま
で
や
り
通
す
」
こ
と
を
心
に
決
め
て
い
ま
す
。

―
―
同
じ
職
場
の
山
川
ゆ
か
り
さ
ん
は
、
実
習
時
か
ら

佐
藤
さ
ん
の
指
導
役
を
務
め
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
こ

れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
川　

当
時
は
学
校
側
か
ら
「
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
得
意

な
生
徒
が
い
る
の
で
、
職
場
実
習
と
し
て
受
け
入
れ
て

み
て
ほ
し
い
」
と
、
会
社
に
打
診
さ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
実
習
生
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
若
干
の
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

学
校
の
先
生
か
ら
は
「
特
に
準
備
す
べ
き
こ
と
は
な
い
」

と
い
わ
れ
、
社
員
も
自
然
体
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

当
時
ち
ょ
う
ど
社
内
資
料
の
電
子
化
作
業
が
始
ま
り
、

幼
少
期
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
親
し
む

特
別
支
援
学
校
か
ら
初
の
実
習
生

挑戦の10年「努力する大切さ」挑戦の10年「努力する大切さ」
自分のものに自分のものに

　2023（令和５）年３月にフランスのメッス市で開催された
「第10回国際アビリンピック」では、日本人選手８人がメダル
を獲得した（※１）。
　「メダリストを訪ねて」の第２回は、英文ワープロ種目で銀
メダルとともに特別賞も受賞した佐

さ
藤
とう
翔
しょう
悟
ご
さん（茨城県）と、

職場で指導役を務めてきた山川ゆかりさんに、10年にわたる
アビリンピックへの挑戦や今回の国際大会をふり返っていた
だいた。

佐藤翔悟さん

英文ワープロ種目銀メダリスト・
特別賞受賞

（株式会社日立パワーソリューションズ勤務）

（文）豊浦美紀　（写真）官野貴

さとう・しょうご
1994（平成6）年、茨城県生まれ。発達障害がある。
2013年、茨城県立勝田特別支援学校卒業、株式会社日立
パワーソリューションズ（茨城県）入社、人事総務本部人
財開発部人事勤労グループに所属。2020年、第40回全国
アビリンピック（愛知県）の「ワード・プロセッサ」種目
で金賞、2023年、第10回国際アビリンピックフランス・
メッス大会の「英文ワープロ」種目で銀賞と特別賞を受賞。

メダリスト
～第10回国際アビリンピック～

第2回

※１　�本誌2023年６月号で「第10回国際アビリンピック」を特集しています。�
https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/202306.html
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や
っ
て
も
ら
う
仕
事
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。
実
習
時
か

ら
佐
藤
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
慣
れ
て
い
る
の
が
よ

く
わ
か
り
、
安
心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
社
後
も
引
き
続
き
、
電
子
化
作
業
の
ほ
か
に
表
計
算

ソ
フ
ト
を
使
っ
た
デ
ー
タ
入
力
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー

タ
入
力
・
集
計
な
ど
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
―
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
初
め
て
挑
戦
し
た
の
は
い
つ

で
す
か
。

佐
藤　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
、
特
別
支
援
学
校
高

等
部
３
年
次
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打

つ
ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
見
た
先
生

が
す
す
め
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
代
表
と
し
て
地
方
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
優
勝
し
、
２
０
１
３
年
の

在
学
時
か
ら
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
挑
戦

第
34
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
千
葉
県
）「
ワ
ー
ド
・

プ
ロ
セ
ッ
サ
」
種
目
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
残
念
な
が
ら
入

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
川　

私
た
ち
職
場
側
は
、佐
藤
さ
ん
か
ら
入
社
後
に「
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
国
大
会
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
聞
い
て
、
そ
の
と
き
初
め
て
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
存
在

を
知
り
ま
し
た
。
入
社
初
年
度
は
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
翌
年
か
ら
は
出

場
で
き
る
よ
う
に
職
場
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

―
―
２
回
目
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
銀
賞
だ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。

佐
藤　

２
０
１
６
年
（
山
形
県
）
で
初
め
て
銀
賞
を
と

り
ま
し
た
が
、翌
年
の
第
37
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
栃

木
県
）
で
は
競
技
の
課
題
内
容
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
銅
賞
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
次
の
２
０
１
８
年
の
第
38
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
沖
縄
県
）
で
、
ふ
た
た
び
銀
賞
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。大
会
前
に
職
場
で
受
け
た
個
別
研
修
が
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

山
川　

じ
つ
は
以
前
か
ら
佐
藤
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で

金
賞
を
と
る
の
が
目
標
」
と
話
し
て
い
た
の
で
、
私
た

ち
も
「
彼
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
第
38
回

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
沖
縄
県
）
に
出
場
す
る
前
の

３
月
に
、
私
た
ち
会
社
側
が
外
部
か
ら
パ
ソ
コ
ン
専
門

の
先
生
を
招
き
、
佐
藤
さ
ん
に
個
別
の
研
修
を
受
け
て

も
ら
っ
た
の
で
す
。
研
修
は
平
日
の
勤
務
時
間
３
時
間

を
あ
て
て
計
６
日
間
で
し
た
。

佐
藤　

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
自
分
で
練
習
す
る
と
き
に
復
習
し
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
に
も
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い
ま

外
部
講
師
に
よ
る
個
別
研
修
も

も
ノ
ー
ト
は
持
ち
続
け
て
い
て
、
注
意
点
な
ど
を
書
き

足
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
も
挑
戦
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
国

大
会
は
同
種
目
で
３
回
連
続
出
場
す
る
と
、
一
度
お
休

み
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
間
は
練
習
に

励
み
ま
し
た
。ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
過
去
問
題
を
打
ち
込
ん

で
印
刷
・
保
存
す
る
ま
で
の
競
技
内
容
を
タ
イ
ム
で
測
り
、

内
容
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
自
分
で
確
認
を
し
て
い
ま

し
た
。
仕
事
の
合
間
に
練
習
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
第
40
回
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
愛
知
県
）
で
、
念
願
の
金
賞
を
受

賞
し
、
第
10
回
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

―
―
佐
藤
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
ス
キ
ル
は
、
職
場
で

は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
川　

入
力
ス
ピ
ー
ド
が
と
て
も
速
く
て
正
確
で
、
驚

か
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
ま
っ
た
く
及
ば
な
い
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
で
す
か
ら
。
本
人
は
画
像
と
し
て
文
字
を
瞬

時
に
記
憶
し
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
で
文
書
を
作
成
す

る
の
で
、
日
本
語
も
英
語
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
打
て
る

の
は
、
大
き
な
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
書
式
や

仕
様
を
変
え
た
り
、
画
像
や
図
形
を
挿
入
し
た
り
す
る

ス
キ
ル
も
高
い
の
で
、
応
用
が
き
い
た
文
書
も
即
座
に

つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
職
場
で
は
、
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
の
練
習
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ち
ょ
っ
と
お

願
い
」
と
横
か
ら
仕
事
を
頼
ん
で
し
ま
う
社
員
も
い
ま

し
た
ね
。
職
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
戦
力
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

佐
藤　

ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
長
い
文

章
を
打
ち
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
打
っ

た
ら
内
容
を
確
認
し
、
次
を
打
つ
と
い
う
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
部
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

速
く
正
確
に
打
つ

実習時から佐藤さんの指導役を務める山川ゆかりさん（右）
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さ
ら
に
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
た
よ
う
で
し

た
ね
。
社
長
や
所
属
部
署
の
メ
ン
バ
ー
が
寄
せ
書
き
し

た
国
旗
も
、本
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。
社
長
に
は
、フ
ラ
ン

ス
へ
の
出
発
を
前
に
直
接
会
っ
て
報
告
し
、
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
て
さ
ら
に
力
が
入
っ
た
よ
う
で
し
た
。

―
―
実
際
の
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
い
か
が
で
し
た

か
。

佐
藤　

フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
か
ら
は
想
定
外
の
こ
と
や

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
き
ま
し
た
。
競
技
当
日
、
本
番
課
題

を
見
て
初
め
て
、
課
題
と
な
る
文
書
が
英
語
で
は
な
く

フ
ラ
ン
ス
語
だ
と
わ
か
っ
た
り
、
ペ
ー
ジ
数
も
事
前
に

公
表
さ
れ
て
い
た
６
ペ
ー
ジ
で
は
な
く
７
ペ
ー
ジ
に
増

え
て
い
た
り
し
ま
し
た
。
国
内
大
会
で
は
図
形
の
つ
く

り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
指
示
書
が
あ
り
ま
す
が
、
国
際

大
会
で
は
、
で
き
あ
が
り
の
文
書
だ
け
が
用
意
さ
れ
、

作
成
方
法
は
す
べ
て
自
分
で
考
え
る
課
題
で
し
た
。

　

自
分
が
知
ら
な
い
間
に
、
競
技
時
間
が
延
長
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
私
は
予
定
時
間
が
き
た

と
き
に
手
を
止
め
た
の
で
す
が
、ほ
か
の
選
手
た
ち
は
み
ん

な
続
け
て
い
ま
し
た
。
時
間
が
過
ぎ
た
の
に
お
か
し
い

な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
競
技
エ
リ
ア
の
外
に
い
た
家
族

や
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
人
た
ち
に
話
し
か
け
る
こ
と
は
失
格
に

な
る
の
で
、
落
ち
着
い
て
、
質
問
が
あ
る
と
き
の
札
を

掲
げ
ま
し
た
。
通
訳
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
延
長
に
な
っ

た
と
教
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

競
技
は
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
落
ち
着
い
て
対
処

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
か
ら
山
川
さ
ん
が
会
場
に
応
援
に
来
て
く

れ
た
の
は
心
強
か
っ
た
で
す
。

山
川　

佐
藤
さ
ん
に
は
お
父
さ
ま
が
同
行
さ
れ
て
い
た

の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
直

接
応
援
し
た
く
て
、
職
場
の
上
司
に
相
談
し
、
フ
ラ
ン

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
落
ち
着
い
て
対
処

た
コ
ツ
で
す
。

―
―
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
あ
ら

た
め
て
準
備
し
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

佐
藤　

２
０
２
２
年
の
秋
に
、
２
０
２
３
年
３
月
に
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
知
ら
せ
を
受
け
、
大
会
前

に
は
、Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
か
ら
貸
与
さ
れ
た
英
語
Ｏ
Ｓ
の
パ
ソ
コ
ン

と
英
語
配
列
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
職
場
で
練
習
し

ま
し
た
。
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
審
査
を
行
っ
て
い
る

専
門
委
員
の
先
生
が
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
練
習
課
題
で
、

勤
務
時
間
に
も
英
文
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
会
社
の
み
な
さ
ん
に
も
応
援
し
て
も
ら
い
、

が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

山
川　

会
社
と
し
て
も
初
め
て
の
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
で
す
か
ら
、
社
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
だ

け
で
な
く
、
本
社
入
口
に
横
断
幕
を
掲
示
す
る
な
ど
、

社
内
外
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
で
知
っ

た
社
員
ら
が
本
人
に
激
励
の
声
が
け
を
し
て
く
れ
て
、

国
際
大
会
に
向
け
た
練
習

ス
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
手
団
と
は
別
行

動
で
、
よ
う
や
く
会
場
で
会
え
た
と
き
は
う
れ
し
く
て
、

競
技
前
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
が
、
競
技
中

は
た
だ
見
守
る
だ
け
で
し
た
。

　

一
方
で
、
国
内
大
会
と
は
全
然
違
う
競
技
環
境
や
ハ

プ
ニ
ン
グ
に
も
動
じ
ず
、
海
外
の
選
手
た
ち
と
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
闘
い
を
く
り
広
げ
て
い
た
佐
藤
さ
ん
の
様
子
に

は
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
佐
藤
さ
ん

の
お
父
さ
ま
が
、
幼
少
期
か
ら
佐
藤
さ
ん
の
好
奇
心
や

意
欲
を
見
逃
さ
ず
、
得
意
な
こ
と
を
存
分
に
伸
ば
し
て

き
た
こ
と
が
、
能
力
と
し
て
大
き
く
開
花
し
た
結
果
で

も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
交
流
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

佐
藤　

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
選
手

は
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
方
で
、
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。「
日
本
に
行
き
た
い
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
の
選
手
と
は
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。

　

私
は
銀
賞
で
し
た
が
、
金
賞
は
２
人
い
て
中
国
と
韓

国
の
選
手
で
し
た
。
閉
会
式
で
は
３
人
で
喜
び
合
い
、

記
念
写
真
を
撮
っ
た
の
も
印
象
深
い
で
す
。
自
分
が
日

本
選
手
団
の
一
員
と
し
て
出
場
で
き
た
こ
と
が
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
―
「
英
文
ワ
ー
プ
ロ
」
種
目
は
、
全
種
目
で
最
多
と

な
る
14
カ
国
か
ら
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
激
し
い
競

争
の
な
か
で
銀
賞
に
輝
い
た
佐
藤
さ
ん
は
、
日
本
選
手

団
で
も
っ
と
も
高
い
点
数
を
出
し
た
選
手
に
与
え
ら
れ

る
「
特
別
賞
」
も
受
賞
し
ま
し
た
ね
（
※
２
）。

佐
藤　

ま
さ
か
二
度
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
特
別
賞
は
す

海
外
の
選
手
と
喜
び
合
う

上司や同僚が寄せ書きをした国旗を背に競技に臨んだ

第10回国際アビリンピックで課題に取り組む佐藤さん

※２　�今大会ではすべての競技が100点満点で採点されており、各国選手団においてもっとも点数が高かった選手に「特別賞」が授与された
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メダリスト

次回の「メダリストを訪ねて」は、
2024年6月号に掲載予定です。お楽しみに‼

～第10回国際アビリンピック～

べ
て
の
参
加
国
か
ら
１
人
ず
つ
選
ば
れ
る
の
で
、
壇
上

に
は
27
の
国
と
地
域
の
選
手
が
集
ま
り
、
全
員
で
写
真

を
撮
っ
た
の
は
本
当
に
よ
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。
国

際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
開
会
式
も
閉
会
式
も
す
ご
く

豪
華
で
、
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

山
川　

ち
な
み
に
佐
藤
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
世
界
中
の
国
旗

と
国
名
を
覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

佐
藤　

小
学
生
の
こ
ろ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
を

見
た
の
を
き
っ
か
け
に
覚
え
ま
し
た
。
国
旗
を
見
る
の

が
好
き
で
、
最
近
で
は
世
界
の
国
旗
カ
ー
ド
も
買
い
ま

し
た
。
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
で
は
旗
手
を

務
め
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
負
け
て
残
念

な
が
ら
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
験
し
て
感
じ
た
こ
と

は
な
ん
で
す
か
。

佐
藤　

海
外
の
選
手
た
ち
と
競
技
が
で
き
た
こ
と
、
交

流
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
10
年
に
わ
た
っ
て
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

続
け
て
き
た
こ
と
で
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
」

や
「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
自
分
の
も
の
に
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、

ふ
た
た
び
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
次
こ
そ

は
金
賞
を
と
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
す
。「
寄
せ
書
き

し
て
も
ら
っ
た
国
旗
は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ら
掲

げ
る
」
と
決
め
て
い
る
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
自
分
の
ス
キ
ル
を
試
す
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
大
会
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

自
信
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
２
０
２
３

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
43
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
愛
知
県
）
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し

た
が
（
※
３
）、
今
後
も
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
も
っ
と
多

く
の
み
な
さ
ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　佐藤さんは職場では「翔悟くん」と呼ばれ、ムードメーカー的存
在です。佐藤さんの国際アビリンピック出場が決まってからは、社
員みんなが「おめでとう！」と声をかけていました。先日開催された、
当社発足10周年記念イベントでは、最後に佐藤さんの国際アビリン
ピック銀メダル獲得についても紹介され、みんなで拍手をして喜び
合いました。

株式会社日立パワーソリューションズ
人事総務本部人財開発部
人事勤労グループ主任

山川ゆかりさん

上司や同僚が寄せ書きをした国旗を背に競技に臨んだ

閉会式で金メダルの韓国選手との記念写真

第10回国際アビリンピックで佐藤さんが獲得した
銀賞（左）と特別賞（右）のメダル

日本選手団でもっとも高い点数を出した選手として特別賞を受賞

※３　�今号の「第43回全国アビリンピック特集」（５ページ）でも紹介しています。ご一読ください

職場の方より
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J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

令和６年度
「障害者雇用納付金」申告および

「障害者雇用調整金」等申請のお知らせ
～常用雇用労働者の総数が 100100人人100人を超えるすべての事業主は障害者雇用納付金の申告義務があります～

事業主のみなさまへ

JEEDホームページにて、 
記入説明書および解説動画を
ぜひご覧ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/ 
levy_grant_system_about_procedure.html

申告申請の事務説明会に 
ぜひご参加ください。
＊全国各地で２～３月に開催します。
＊参加費は無料です。

JEED　納付金　説明会 検索

令和６年４月１日から５月15日の間に令和６年度申告申請をお願いします。
前年度（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）の雇用障害者数をもとに、

　○ 障害者雇用納付金の申告を行ってください。
　○ 障害者の法定雇用率を下回る場合は、障害者雇用納付金を納付する必要があります。
　○ 障害者の法定雇用率を上回る場合は、障害者雇用調整金の支給申請ができます。

【申告申請期間】

種別 申告申請対象期間 申告申請期間・納付期限

障害者雇用納付金

令和５年４月１日

～

令和６年３月31日

令和６年４月１日

～
令和６年５月15日
（注１、注２、注３）

障害者雇用調整金

在宅就業障害者
特例調整金

特例給付金

（注１）  年度の中途で事業を廃止した場合（吸収合併等含む）は、廃止した日から45日以内に申告申請（障害者雇用納付金の場合は、あわせて申告
額の納付）が必要です。なお、令和６年度中の事業廃止等による申告申請については、制度改正により書式が変更となる予定であるため、
期限内に申告申請できるよう、余裕をもって各都道府県申告申請窓口にご相談ください。

（注２） 障害者雇用調整金、在宅就業障害者特例調整金および特例給付金は、 申請期限を過ぎた申請に対しては支給できませんので、十分にお気をつ
けください。

（注３） 常用雇用労働者の総数が100人以下の事業主が、特例給付金の申請を行う場合の申請期限は令和６年７月31日となります。

＊ 詳しくは、最寄りの都道府県支部高齢・障害者業務課（東京・大阪は高齢・
障害者窓口サービス課）にお問い合わせください。 JEED　都道府県支部 検索

障害者雇用納付金制度の改正について
（令和5年４月1日施行関係）

1．障害者雇用調整金支給額の見直し
　１人当たり月額29,000円になります。（令和５年３月31日までの期間については27,000円）
2．精神障害者である短時間労働者に関する特例措置（要件が緩和され延長）
　週所定労働時間が20時間以上30時間未満の精神障害者について、当分の間、雇用率上、
　雇入れからの期間等に関係なく、１人をもって１カウントとします。
＊制度改正の概要についてはJEEDホームページをご覧ください。https://www.jeed.go.jp/disability/seido.html
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初
め
て
ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
に
会
っ
た
の
は
１
９
９
８

（
平
成
10
）
年
だ
。
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
森も

り

鷗お
う

外が
い

記

念
館
の
職
員
で
あ
る
妻
の
友
人
か
ら
、「
日
本
語
の

勉
強
に
来
て
い
る
盲
女
性
が
い
る
の
で
会
っ
て
み
な

い
か
」
と
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
記
念
館
で
会
う
と
、

20
代
後
半
の
元
気
の
よ
い
女
性
で
、
り
っ
ぱ
な
シ
ェ

パ
ー
ド
の
盲
導
犬
ウ
タ
を
連
れ
て
い
た
。

　

彼
女
は
ベ
ル
リ
ン
盲
学
校
の
卒
業
生
で
、
ロ
ベ
ル

ト
・
コ
ッ
ホ
研
究
所
で
教
授
の
秘
書
を
し
て
い
た
。

コ
ッ
ホ
研
究
所
は
、
か
つ
て
森
鷗
外
や
北き

た

里ざ
と

柴し
ば

三さ
ぶ

郎ろ
う

な
ど
も
留
学
し
た
と
こ
ろ
だ
。
彼
女
の
仕
事
は
、
主

と
し
て
口
述
筆
記
で
あ
り
、
書
類
、
手
紙
な
ど
録
音

し
た
も
の
も
聞
き
取
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
に
仕
上

げ
て
い
た
。
欧
米
で
は
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
す
る
前
か

ら
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
使
わ
れ
て
い
て
、
視
覚
障

害
者
の
職
業
の
一
つ
と
し
て
文
書
作
成
が
あ
っ
た
。

ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
も
盲
学
校
で
訓
練
を
受
け
た
と
い
う
。

　

最
初
に
会
っ
た
と
き
、
ベ
ル
リ
ン
の
テ
レ
ビ
塔
に

私
た
ち
夫
婦
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
入
り
口
で
な
ん
と
盲
導
犬
拒
否
に
あ
っ

た
の
だ
。
彼
女
は
抗
議
し
て
、
あ
ち
こ
ち
に
電
話
も

し
た
が
、
あ
き
ら
め
る
し
か
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の

帰
国
後
、
彼
女
は
盲
人
協
会
や
マ
ス
コ
ミ
に
連
絡
を

と
っ
た
よ
う
だ
。
翌
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
出
か
け
て
ア
ン

ゲ
リ
ー
カ
と
再
会
し
た
と
き
、
テ
レ
ビ
塔
に
再
び
出

か
け
た
。
す
る
と
今
度
は
入
場
で
き
た
の
は
い
い
が
、

一
般
の
見
学
者
と
は
別
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
私
た
ち

だ
け
が
別
扱
い
に
さ
れ
た
の
だ
。
ド
イ
ツ
で
も
視
覚

障
害
者
は
こ
ん
な
待
遇
を
受
け
る
の
か
と
驚
い
た
。

日
本
で
も
ド
イ
ツ
で
も
、
当
事
者
自
ら
動
く
こ
と
で

壁
を
一
つ
ひ
と
つ
壊
し
て
い
く
こ
と
は
同
じ
だ
が
、

そ
の
対
処
方
法
の
違
い
に
は
疑
問
を
持
っ
た
。

　

二
度
目
の
訪
問
の
際
、
ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
は
自
分
の

職
場
へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
。
教
授
の
広
い
部
屋
の

一
角
で
、
秘
書
で
あ
る
彼
女
と
盲
導
犬
の
ス
ペ
ー
ス

も
と
て
も
広
か
っ
た
。
点
字
の
資
料
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
パ
ソ
コ
ン
を
前
に
彼
女
が
見
え
な
く
て
も
問
題

な
く
仕
事
を
こ
な
す
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
暗
闇
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
一
緒
に
出
か

け
た
。
ド
イ
ツ
は
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
・
イ
ン
・
ザ
・

ダ
ー
ク
」
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
の

ハ
イ
ネ
ッ
ケ
博
士
が
提
唱
し
、
暗
闇
の
空
間
の
な
か
、

視
覚
障
害
者
の
誘
導
で
、
一
般
の
人
々
が
視
覚
以
外

の
感
覚
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
体
験
す
る

イ
ベ
ン
ト
だ
。
日
本
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
暗
闇

レ
ス
ト
ラ
ン
は
日
本
に
は
な
か
な
か
な
い
が
、
ド
イ

ツ
に
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
私
た
ち
は
、
真
っ
暗
闇

で
ワ
イ
ン
を
注
文
し
、
フ
ル
コ
ー
ス
の
料
理
を
楽
し

も
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
が
突
然
、

「
ウ
タ
が
不
安
で
怯
え
て
い
る
」
と
い
い
出
し
た
。

照
度
ゼ
ロ
の
真
の
暗
闇
は
、
自
然
の
世
界
に
は
存
在

し
な
い
。
犬
に
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
結

局
彼
女
は
ウ
タ
を
そ
こ
か
ら
連
れ
出
し
て
、
明
る
い

場
所
で
食
事
を
し
た
。

　

２
０
０
５
年
の
夏
に
ド
イ
ツ
を
訪
れ
た
と
き
は
、

ウ
タ
が
引
退
し
て
、
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ
ト
リ
バ
ー

と
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
レ
ト
リ
バ
ー
の
雑
種
タ
ッ
コ
に
代

わ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
街
中
を
一
緒
に
歩
い
た
が
、

彼
女
を
う
ま
く
案
内
で
き
な
か
っ
た
。
ウ
タ
に
比
べ

る
と
、
ず
い
ぶ
ん
能
力
が
低
い
よ
う
で
心
配
に
な
っ

た
も
の
だ
。

　

そ
の
年
の
秋
の
あ
る
夜
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
電
話
が

入
っ
た
。
ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
が
通
勤
の
途
中
、
電
車
の

ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
て
、
即
死
し
た
と
い
う
。
ま
さ

か
の
出
来
事
で
、
た
い
へ
ん
悲
し
く
、
残
念
だ
っ
た
。

三
度
目
の
来
日
も
一
緒
に
計
画
中
だ
っ
た
。

　

も
し
ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
が
生
き
て
い
た
ら
、
私
た
ち

の
交
流
は
続
い
て
い
た
は
ず
だ
。
彼
女
の
仕
事
は
、

Ａ
Ｉ
の
進
歩
で
、
ど
う
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

消
え
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
ま
、
ド
イ
ツ
の
盲
女
性
の
新
し
い
職
業
分
野
と
し

て
、
乳
が
ん
の
健
診
で
触
察
を
に
な
う
仕
事
が
注
目

を
集
め
て
い
る
。
す
で
に
50
人
以
上
の
従
事
者
が
い

る
と
い
う
。
年
間
７
万
人
が
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
る

ド
イ
ツ
で
、
盲
女
性
が
て
い
ね
い
に
触
察
し
て
、
医

師
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
々
に
歓
迎
さ
れ

て
い
る
。
ア
ン
ゲ
リ
ー
カ
の
意
見
も
ぜ
ひ
聞
い
て
み

た
か
っ
た
。

印象深い海外の視覚障害者
日本点字図書館 会長 
田中徹二

田中徹二（たなか てつじ）1934（昭和9）年生まれ。1991（平成3）年、社会福祉法人日本点字図書館館長に就任。
1993年、国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）の「アジア太平洋障害者の十年」のスタートを機に、アジア
盲人図書館協力事業を立ち上げた。マレーシアを起点に、アジア太平洋諸国で点字印刷がないところを対象に、点字印
刷技術を指導。2004年からは視覚障害者個人向けに、パソコン技術指導も行っている。2001年4月から2022（令和4）
年3月まで日本点字図書館理事長、現在は会長。

アンゲリーカ・ドクヴィッツ（ドイツ）第１回

エ セッ イ
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編集委員が行く行く

Keyword： 特別支援学校、職業学科、地域協働活動、キャリア発達支援、知的障害 写真：官野 貴

京都市立東
ひがし
山
やま
総合支援学校

〒605-0932　
京都府京都市東山区妙

みょう

法
ほう

院
いん

前
まえ

側
かわ

町
ちょう

441
TEL 075-561-3373　FAX 075-561-3383

取材先データ
編集委員から
　地域のなかで多様な他者からの求めに応じてい
くことを通して、キャリア発達はうながされる。生
徒たちは日々の地域での多様な協働活動を通して、
働くことの意義を理解し、「なぜ・なんのため」に
学ぶのかということを考えるようになり、自身のいま
と将来をふまえ、主体的に学習に取り組んでいく。
　他方、地域の側も彼らの姿からたくさんのことに
気づかされ、活性化され、互いになくてはならない
存在となっていく。その実際として京都市立東山総
合支援学校における地域協働活動や対話を大切に
した授業実践を紹介する。

弘前大学教職大学院 教授　菊地一文
京都市立東山総合支援学校（京都府）

特別支援学校における
キャリア教育の推進による成果

20



　

特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
て
い
る
、
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
の
各
教
科

は
、
共
通
教
科
と
専
門
教
科
に
大
別
さ
れ
る
。

　

共
通
教
科
と
は
、「
国
語
」、「
数
学
」、「
理
科
」、

「
社
会
」
な
ど
、
一
般
的
に
耳
に
す
る
教
科
の

ほ
か
、
独
自
の
教
科
「
職
業
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
普
通
科
を
設
置
す
る
特
別
支
援
学

校
高
等
部
で
は
、
職
業
を
中
核
と
し
た
各
教
科

等
を
合
わ
せ
た
指
導
で
あ
る
「
作
業
学
習
」
を

中
心
に
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
、
職
業
教
育
が

展
開
さ
れ
る
。

　

専
門
教
科
と
は
、「
家
政
」、「
農
業
」、「
工
業
」、

「
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
」、「
福
祉
」
と
い
っ
た
職

業
に
関
す
る
専
門
的
内
容
を
取
り
扱
う
教
科
を

さ
す
。
職
業
学
科
を
設
置
す
る
特
別
支
援
学
校

に
お
い
て
は
、
専
門
教
科
に
３
年
間
で
８
７
５

単
位
時
間
以
上
の
時
数
を
配
当
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
専
門
教
科
を
中
心
と
し
た
職
業
教
育

が
展
開
さ
れ
る
。

　

東
山
総
合
支
援
学
校
は
、
知
的
障
害
の
あ
る

生
徒
を
対
象
と
す
る
高
等
部
単
置
の
職
業
学
科

（
現
在
は
「
地
域
総
合
科
」
と
い
う
名
称
）
設

置
校
で
あ
り
、「
地
域
と
と
も
に
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
今
般
の
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
中
核
と
し
て
「
地

域
協
働
活
動
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

東
山
総
合
支
援
学
校
で
は
、
地
域
協
働
活
動

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を

京
都
市
立
東
山
総
合
支
援
学
校
の

教
育
課
程

視
し
た
高
等
部
単
置
の
特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
十
年
間
に
わ
た
る
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
職
業
教
育
の

成
果
を
ふ
ま
え
、
京
都
市
立
東
山
総
合
支
援
学

校
（
以
下
、「
東
山
総
合
支
援
学
校
」）
は
、
２

０
１
３
年
に
白
河
総
合
支
援
学
校
の
分
校
と
し

て
開
設
さ
れ
、
独
立
し
た
。

　

こ
の
間
、２
０
１
４
年
か
ら
３
カ
年
に
わ
た
り
、

文
部
科
学
省
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
就
労
支
援

等
の
充
実
事
業
」
を
受
託
し
、
職
業
学
科
三
校

合
同
で「
自
己
肯
定
感
」、「
地
域
協
働
活
動
」、「
学

び
の
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　

本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
①
ス
キ
ル
や
知
識

の
習
得
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
自
己
肯
定
感
の
向

上
が
学
習
意
欲
に
影
響
す
る
こ
と
、
②
地
域
協

働
活
動
が
自
己
有
用
感
や
自
己
肯
定
感
を
育
む

環
境
で
あ
る
こ
と
、
③
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
キ
ャ

リ
ア
発
達
の
視
点
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
社
会
と
の
か
か
わ
り

を
見
い
だ
し
創
出
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
の

３
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

以
上
の
委
託
事
業
に
よ
る
成
果
は
、
特
別
支

援
学
校
卒
業
後
に
「
社
会
の
中
で
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
実
現
し
て
い
く
過
程
」
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア

発
達
」
支
援
に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
示

唆
し
た
と
い
え
る
。

　

な
お
、
京
都
市
の
総
合
支
援
学
校
職
業
学
科

の
取
組
み
と
本
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文

献
１
、
２
（
25
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学

習
指
導
要
領
（
※
）
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

が
明
示
さ
れ
て
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
、
特

別
支
援
学
校
に
お
い
て
も
職
業
教
育
の
み
な
ら

ず
教
育
活
動
全
体
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
お
も

な
成
果
と
し
て
は
、
①
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス

を
活
用
し
た
地
域
協
働
活
動
の
推
進
、
②
育
成

を
目
ざ
す
「
資
質
・
能
力
」
の
明
確
化
と
授
業

や
教
育
課
程
の
改
善
、
③
児
童
生
徒
の
内
面
の

育
ち
を
と
ら
え
た
「
キ
ャ
リ
ア
発
達
」
へ
の
着

目
と
重
視
、
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
現
行
の
小
・
中
・

高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
小
・
中
・
高

等
部
の
学
習
指
導
要
領
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
」
と
明
示
さ
れ
て
お
り
、
職
業
教
育
に
限

定
し
な
い
、
小
学
校
・
小
学
部
段
階
か
ら
の
教

育
活
動
全
体
を
通
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
発
達
」
を

支
援
す
る
教
育
の
、
い
っ
そ
う
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

京
都
市
で
は
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
、

当
時
の
京
都
市
立
白し

ら

河か
わ

養
護
学
校
と
京
都
市
立

鳴な
る

滝た
き

養
護
学
校
（
現
在
は
両
校
と
も
総
合
支
援

学
校
）に
職
業
学
科
を
設
置
し
、
企
業
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、職
域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

高
い
就
職
率
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
の
成
果
は
、

全
国
各
地
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
を
重

京
都
市
立
総
合
支
援
学
校
職
業
学
科
３

校
の
職
業
教
育
の
取
組
み
に
よ
る
成
果

地域協働活動を通したキャリア発達の「相互性」1
多様な他者の「求めに応じる」経験2
対話を通したふり返りによる「意味づけ」3

POINT

※学習指導要領：学校教育法などに基づいて文部科学省が教育課程編成の基準として示すもので、学校において教えるべき教科などの目標や内容などが示されている

京都市立東山総合支援学校
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行
う
現
場
実
習
で
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自

身
の
課
題
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
日
々
の
学

習
活
動
に
お
い
て
「
な
ぜ
・
な
ん
の
た
め
」
に

学
ぶ
の
か
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
本

人
に
と
っ
て
の
学
び
の
必
然
性
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ア
ル
な
経
験
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、
生
徒
た
ち
は
自
身
の
適
性
を
考
え
、
三

年
間
で
希
望
す
る
就
労
先
を
見
つ
け
て
い
く
の

で
あ
る
。

１　

食
品
サ
ー
ビ
ス

　

食
品
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
食
品
の
製
造
と
販
売
、

接
客
な
ど
を
通
し
て
地
域
と
連
携
し
、
協
働
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
お
も
な
活
動
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

○
製
菓

　

ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
食
品
の
製
造
を

行
う
。東
山
総
合
支
援
学
校
に
隣
接
す
る
フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
京
都
の
シ
ェ
フ
か
ら
技
術

指
導
を
受
け
、
本
格
的
な
洋
菓
子
を
製
造
し
て

い
る
。
な
お
、
つ
く
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
が
お

す
す
め
す
る
季
節
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
、
絶
品

で
あ
る
。

○
カ
フ
ェ
し
ゅ
う
ど
う

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
10
時
に
開
店
し
、
木

曜
日
は
12
時
ま
で
、
そ
れ
以
外
は
15
時
ま
で
営

業
し
て
お
り
、
案
内
・
接
客
・
厨
房
・
レ
ジ
業

務
を
行
う
。
地
域
の
住
民
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し

て
多
く
来
店
す
る
ほ
か
、
名
所
清き

よ

水み
ず

寺で
ら

が
近
く

に
あ
る
た
め
、
外
国
人
を
含
む
観
光
客
も
多
く

て
、
有
機
的
か
つ
実
際
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
協
働
活
動
は
、
地
域
の
な
か
で
展
開
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
お
い
て
役
割
を
に
な

う
こ
と
を
通
し
て
、
生
徒
が
必
要
と
さ
れ
る
実

感
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
有
用
感
や
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
生
徒
た
ち
自
身
が
、
地
域
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
か
ら
動
き
出
す
こ

と
も
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

地
域
協
働
活
動
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
は
自

分
か
ら
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
だ
け
で
な
く
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
多
様
な
年
齢
層
と
の

か
か
わ
り
を
通
し
て
、
し
な
や
か
な
心
が
育
ち
、

対
応
力
を
高
め
て
い
く
。

　

地
域
協
働
活
動
は
、「
支
援
す
る
・
さ
れ
る
」

関
係
と
は
異
な
り
、
活
動
を
通
し
て
「
と
も
に

必
要
と
す
る
」新
し
い
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
く
。

生
徒
た
ち
は
地
域
協
働
活
動
を
通
し
て
自
尊
感

情
を
高
め
、
主
体
性
や
社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
、
自
己
決
定
す
る
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
。
言
い
換
え
る
と
働
く
た
め
に
必

要
な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

地
域
協
働
活
動
は
、
次
に
示
す
四
つ
の
サ
ー

ビ
ス
で
構
成
さ
れ
る
。
生
徒
た
ち
は
卒
業
ま
で

に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
を
経
験
す
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
が
企
業
で

地
域
協
働
活
動
の
意
義

地
域
協
働
活
動
の
実
際

図
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
専
門
教
科「
福
祉
」を「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
名
称
で
取

り
扱
っ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
地
域
と
の
「
共
生
」
と
「
協
働
」
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
か
か
わ
り
、
働
く
た
め
に

必
要
な
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
ほ
か
の

専
門
教
科
の
内
容
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
よ
り
実
際

的
な
多
様
か
つ
豊
か
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
共
通
教
科
に
つ
い
て
は
、
生
活
の
な

か
で
、
活
き
て
発
揮
さ
れ
る
力
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
、
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
の
形

態
に
よ
る
「
表
現
」、「
社
会
生
活
」
な
ど
の
学

習
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
産
業
現
場
等
に
お
け
る
実
習
（
以

下
、「
現
場
実
習
」）
で
働
く
経
験
を
通
し
て
、

社
会
に
出
る
た
め
に
必
要
な
力
を
育
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
が
教
育
課
程
の
３
つ
の
柱
（
図
１
）
と
し

東山総合支援学校に隣接する「カフェしゅうどう」カフェには、外国人観光客も多く来店する
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

「すこやかサロン」。この日はスクエアボッチャを楽しんだ
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

お手製の英語マニュアル

（資料提供：京都市立東山総合支援学校）

・「地域とともに」をコンセプトに「自己有用感」「自己肯定感」を育む
・自立と社会参加、「働く」ことを目指し、やりたい！を実現する

入 

学
卒
業

教育課程３つの柱

◆地域コミュニケーションの学習
地域との「共生」と「協働」により様々な人と関わり、働くために必要な力を育む

地域協働活動を中心に、自己有用感や自己肯定感を育み、
社会の中で向き合うためのエネルギーを蓄える

◆表現・社会生活等の学習

◆産業現場等における実習

生活の中で、活きて発揮される力を育む

働く経験を通して、社会に出るために必要な力を育む

地域協働活動と連動した取組や生活の質の向上を目指した
学習を通して、卒業後の自立した生活、余暇活動の充実を図る

様々な「働く」体験を通して、自分の進路を自分で決める

学
校・地
域・家
庭
で

職
場
で

「働く」
場を知る

人間関係形成
（自己理解・他者理解）

自己選択・
自己決定

就労後の生活の
姿を具体的に描く

図１　教育課程の３つの柱
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画
・
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
中
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

２　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
農
園
芸
を

中
心
に
地
域
と
連
携
し
、
協
働
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
お
も
な
活
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
ぽ
か
ぽ
か
フ
ァ
ー
ム
（
交
流
農
園
）

　

生
徒
た
ち
が
企
画
し
、
地
域
の
「
ぽ
か
ぽ
か

ク
ラ
ブ
」
の
会
員
と
と
も
に
、
不
定
期
に
野
菜

な
ど
を
収
穫
す
る
ほ
か
、
地
域
の
保
育
園
児
と

の
芋
ほ
り
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
管

理
は
生
徒
た
ち
が
行
っ
て
い
る
が
、
長
年
の
か

か
わ
り
に
よ
り
、
夏
季
休
業
時
の
学
校
閉
校
期

来
店
す
る
。
生
徒
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
手

製
の
外
国
語
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
、
オ
ー
ダ
ー

を
取
る
な
ど
、
相
手
の
求
め
に
応
じ
て
接
客
し

て
い
る
。

○
す
こ
や
か
サ
ロ
ン

　

当
校
が
立
地
す
る
修し

ゅ
う

道ど
う

地
域
の
社
会
福
祉
協

議
会（
以
下
、「
社
会
福
祉
協
議
会
」）が
主
催
し
、

毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。
地
域
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
生
徒
の
企
画
し
た
催
し
物

や
、
地
域
の
警
察
署
や
消
防
署
な
ど
の
方
に
講

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
料
理
教
室
を
行
っ

た
り
す
る
。
生
徒
た
ち
は
、
会
場
準
備
、
受
付
、

誘
導
、
調
理
補
助
を
担
当
す
る
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
、
年
二
回
開
催

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
当
校
の
調
理
室

で
調
理
し
た
弁
当
を
地
域
の
高
齢
者
に
届
け
て

い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
弁
当
は
つ
く

ら
ず
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
準
備
し
た
も
の
を

届
け
て
き
た
。

○
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ
の

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
、
毎
月
１
回
13

時
か
ら
15
時
ま
で
「
カ
フ
ェ
し
ゅ
う
ど
う
」
で

開
催
し
て
い
る
。
地
域
の
方
々
が
来
店
し
、
ケ
ー

キ
や
会
話
を
楽
し
む
場
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒

は
案
内
、
接
客
、
厨
房
、
レ
ジ
業
務
を
行
う
。

○
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
京
都
と
の
共
催

に
よ
り
、
当
校
の
製
菓
室
に
て
年
二
回
実
施
し

て
い
る
。
製
菓
技
術
や
働
く
姿
勢
を
学
ぶ
。
今

後
、
当
校
の
新
た
な
構
想
と
し
て
、
当
ホ
テ
ル

と
地
域
の
方
々
と
の
お
菓
子
づ
く
り
教
室
を
企

間
に
は
地
域
の
方
々
が
水
や
り
を
し
て
く
れ
る

な
ど
の
よ
い
関
係
が
築
か
れ
て
き
て
い
る
。

○
ぽ
か
ぽ
か
マ
ル
シ
ェ
（
野
菜
な
ど
の
販
売
）

　

水
曜
日
の
午
前
と
金
曜
日
の
午
後
に
、「
カ
フ
ェ

し
ゅ
う
ど
う
」
の
テ
ラ
ス
で
、「
ぽ
か
ぽ
か
フ
ァ
ー

ム
」
で
育
て
た
無
農
薬
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。
生
徒
た
ち
は
呼
び
込
み
、
案
内
、
接
客
、

レ
ジ
な
ど
を
担
当
す
る
。
地
域
住
民
に
好
評
で

あ
り
、
売
り
切
れ
次
第
終
了
と
な
る
。
私
は
訪

れ
る
た
び
に
京
野
菜
と
ほ
か
の
野
菜
と
の
違
い

や
調
理
方
法
を
生
徒
た
ち
に
た
ず
ね
て
い
る
が
、

彼
ら
は
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
方
々
か
ら
求
め
ら

れ
、
応
じ
て
き
た
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
答
え
ら
れ
な
い
場

合
も
、
ふ
る
舞
い
や
応
じ
方
が
適
切
で
あ
る
。

○
健
康
体
操
教
室

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
、
地
域
の
高
齢

者
を
対
象
に
毎
週
月
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。

生
徒
が
準
備
や
受
付
、
片
づ
け
を
行
う
ほ
か
、

脳
ト
レ
な
ど
の
運
営
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

３　

東
山
サ
ー
ビ
ス

　

当
校
が
立
地
す
る
修
道
地
域
を
拠
点
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
地
域
資
源
を
活
用
す
る
な

ど
、
連
携
し
て
協
働
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

お
も
な
活
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
陶
芸
教
室

　

地
域
に
住
む
陶
芸
家
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

他
府
県
の
修
学
旅
行
生
や
保
護
者
を
対
象
に
陶

芸
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
当
校
の
生
徒
た
ち

は
準
備
や
運
営
を
担
当
し
、
相
手
が
幼
稚
園
児
、

小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

「ぽかぽかマルシェ」では、案内や接客を生徒が行う
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

「すこやかサロン」。この日はスクエアボッチャを楽しんだ
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

「ぽかぽかファーム」にて、地域の保育園児と芋ほり
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

生徒が準備や運営を担当し行われる「陶芸教室」
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

お手製の英語マニュアル「クッキングスクール」。クッキーづくりの様子
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）
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な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
、
幼
児
と
と
も
に
収
穫

す
る
ほ
か
、
養
正
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
周
辺
の
清

掃
作
業
を
週
２
~
３
回
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
東
山
総
合
支
援
学
校
で
は
、
学

校
が
立
地
す
る
修
道
地
域
の
運
動
会
や
お
祭
り

な
ど
に
お
い
て
テ
ン
ト
張
り
や
ブ
ー
ス
の
設
営
、

用
具
準
備
や
片
づ
け
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て

期
待
さ
れ
、
多
様
な
地
域
の
方
々
と
協
働
し
て

い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
東
山
総
合
支
援
学
校
で

は
、
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
と
し
て
「
表

現
」、「
社
会
生
活
」
な
ど
を
教
育
課
程
に
位
置

づ
け
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
職
業
学

科
を
設
置
す
る
特
別
支
援
学
校
高
等
部
は
一
般

的
に
、
通
常
の
学
校
と
同
様
に
国
語
、
数
学
な

ど
の
教
科
ご
と
に
時
間
割
を
組
む
学
校
が
大
半

で
あ
り
、
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
を
教
育

課
程
に
位
置
づ
け
て
い
る
学
校
は
少
な
い
。
当

校
で
は
専
門
教
科「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
指
導
を
通
し

て
実
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の

向
上
の
ほ
か
、
社
会
生
活
や
職
業
生
活
に
お
い

て
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
効
果
的
に
進

め
て
い
る
。

　

な
お
、「
表
現
」
で
は
、
国
語
や
外
国
語
な

ど
の
内
容
を
取
り
扱
い
、自
己
理
解
、自
己
表
現
、

他
者
理
解
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
読
む
、

ふ
り
返
り
と
対
話
を
大
切
に
し
た

授
業

正
地
区
に
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
（
以
下
、「
養

正
サ
テ
ラ
イ
ト
」）
を
拠
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
協
働
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

○
よ
う
せ
い
喫
茶

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
10
時
に
開
店
し
、

11
時
ま
で
の
１
時
間
と
短
時
間
で
は
あ
る
が
、

ド
リ
ン
ク
の
み
の
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
る
。

お
も
に
地
域
の
高
齢
者
が
利
用
し
て
お
り
、
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
案
内
、

接
客
、
厨
房
、
レ
ジ
の
業
務
の
ほ
か
、
来
店
し

た
高
齢
者
の
健
康
の
た
め
に
、
と
も
に
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
っ
て
い
る
。

○
図
書
館
運
営

　

養
正
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
元
々
は
地
域
の
学
習

施
設
で
あ
っ
た
た
め
、た
く
さ
ん
の
蔵
書
が
あ
る
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
受
付
、
貸
出
し
、

返
却
作
業
な
ど
の
図
書
館
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

○
養
正
な
か
よ
し
サ
ロ
ン

　

地
域
の
児
童
館
が
主
催
と
な
り
、
毎
月
第
二

火
曜
日
に
幼
児
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
る
。
東
山
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
、

幼
児
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
生
徒
の
成
長
が

見
ら
れ
る
。

○
健
康
体
操
教
室

　

地
域
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
養
寿
会
が
主
催
し
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
て
毎
週
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
、運
営
、受
付
、片
づ
け
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

○
交
流
農
園
・
清
掃
活
動

　

養
正
保
育
所
前
の
交
流
農
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ

ズ
を
ふ
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
か
、

そ
の
際
の
配
慮
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
相
手
の

身
に
立
っ
て
考
え
、
対
応
し
て
い
る
。

○
観
光
案
内

　

他
府
県
の
小
・
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
か

ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
修
学
旅
行
生
の
観
光
案

内
を
し
て
い
る
。
観
光
名
所
の
由
来
や
歴
史
上

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
説
明
す
る
な
ど
、
各

教
科
の
内
容
に
つ
い
て
身
に
つ
け
た
知
識
な
ど

を
活
か
す
場
面
と
し
て
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
場
面
と
し
て
、
学
ん
だ
こ

と
を
発
揮
し
て
い
る
。

○
保
育
所
で
の
読
み
聞
か
せ

　

地
域
の
保
育
所
で
幼
児
に
対
す
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
遊
び
の
活
動
を
担
当
し

た
り
、
そ
の
活
動
に
使
う
道
具
づ
く
り
な
ど
を

し
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
幼
児
に
ふ
り
回
さ
れ

な
が
ら
も
相
手
に
応
じ
て
行
動
す
る
こ
と
を
学

び
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
生
徒
も
、
幼
児
の
好
み

に
応
じ
た
絵
本
の
選
択
や
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
表
現
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し
て
い
く
。

○
お
か
い
も
の
便

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
、
生
協
の
移
動
販
売

車
に
帯
同
し
、
地
域
の
方
々
の
買
い
物
支
援
を

し
て
い
る
。
荷
物
を
家
ま
で
届
け
る
ほ
か
、
そ

の
間
、
地
域
の
方
々
の
世
間
話
に
応
じ
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
機
会
に
な
っ

て
い
る
。

４　

養よ
う

正せ
い

サ
ー
ビ
ス

　

学
校
か
ら
離
れ
た
、
高
齢
者
が
多
く
住
む
養

他府県の修学旅行生への「観光案内」
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

「修道あきまつり」。出店の接客を生徒が担当した
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）
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で
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、

事
後
学
習
フ
ァ
イ
ル
は
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
生

徒
個
人
が
管
理
し
、
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
生
徒
が

課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、
自
身
の
も
の
を

す
ぐ
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
同
様
の
課
題
を

解
決
し
た
先
輩
や
友
だ
ち
の
事
後
学
習
フ
ァ
イ

ル
を
参
考
に
し
て
、
解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
事
後
学
習
フ
ァ
イ
ル
の
活
用
に
よ
っ

て
、
地
域
協
働
活
動
や
現
場
実
習
で
の
実
際
的

な
活
動
経
験
を
ふ
ま
え
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

な
ど
に
お
け
る
ふ
り
返
り
や
対
話
を
通
し
て
、「
表

現
」、「
社
会
生
活
」
な
ど
の
授
業
で
の
学
び
に

つ
な
ぐ
こ
と
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
事
後
学
習
フ
ァ
イ
ル
は
自
身
の

目
標
達
成
に
向
け
た
課
題
解
決
ツ
ー
ル
と
し
て
、

そ
し
て
学
び
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
本
人
が

活
用
し
、
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
れ
ら

の
取
組
み
を
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

筆
者
が
東
山
総
合
支
援
学
校
を
は
じ
め
、
京

都
市
立
総
合
支
援
学
校
職
業
学
科
に
か
か
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
15
年
と
な
る
。
京
都
市
で
は
、

本
人
を
中
心
と
し
て
地
域
の
な
か
で
役
割
を
に

な
い
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
き
た
。
そ
の
中
核
と

な
る
取
組
み
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
豊
か
に
展

開
さ
れ
て
き
た
地
域
協
働
活
動
で
あ
る
。
地
域

協
働
活
動
が
示
唆
す
る
も
の
は
、
ま
さ
に
キ
ャ

リ
ア
発
達
支
援
で
あ
り
、「
支
援
す
る
側
・
さ

お
わ
り
に

書
く
、
聞
く
、
話
す
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
い
る
。
ま
た
、「
社
会
生
活
」
で
は
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
家
庭
な
ど
の
内
容
を
取
り
扱
い
、

社
会
の
ル
ー
ル
、
数
量
の
処
理
、
交
通
利
用
、

集
団
参
加
、
消
費
者
教
育
、
健
康
・
安
全
な
ど

に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、

生
徒
た
ち
が
卒
業
後
の
生
活
に
具
体
的
に
活
か

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　

京
都
市
立
総
合
支
援
学
校
で
は
、「
個
別
の

包
括
支
援
プ
ラ
ン
」
と
い
う
、
本
人
を
中
心
と

し
た
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
と
「
個
別
の

指
導
計
画
」
を
一
体
化
し
た
も
の
を
、
文
部
科

学
省
が
義
務
化
す
る
前
か
ら
進
め
て
き
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
本
校
で
は
、
本
人
が
か
か
わ
る
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
称
し
、そ
の
一
環
と
し
て
、「
事

後
学
習
フ
ァ
イ
ル
」
の
作
成
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
の
最
終
的

な
目
標
で
あ
る
就
労
に
向
け
て
、
学
校
で
の
職

業
教
育
や
各
教
科
を
「
な
ぜ
・
な
ん
の
た
め
」

に
学
ぶ
の
か
、
そ
の
た
め
に
「
何
を
」、「
ど
の

よ
う
に
」
学
ぶ
の
か
を
意
識
化
す
る
ツ
ー
ル
で

あ
り
、自
身
の
目
標
に
向
け
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、

そ
の
取
組
み
を
ふ
り
返
り
、
自
身
の
成
長
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
到
達
で
き
て
い
な
い
部
分

に
つ
い
て
、
共
同
的
に
解
決
し
て
い
く
た
め
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
作
成
と
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」

に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る
。

　

個
別
の
諸
計
画
は
、
一
般
的
に
普
段
は
金
庫

な
ぜ
・
な
ん
の
た
め
に
学
ぶ
か
を
明
確
に
し
、

自
身
の
成
長
を
と
ら
え
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

「修道区民運動会」では、生徒が設営や運営をになう
（写真提供：京都市立東山総合支援学校）

れ
る
側
」
を
越
え
た
キ
ャ
リ
ア
発
達
の
相
互
性

で
あ
る
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
わ
が

国
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
参
画
し
、

活
躍
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
障
害
の
な
い

側
の
意
識
を
も
大
き
く
変
え
、
活
性
化
を
図
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

ま
さ
に
社
会
を
大
き
く
変
え
て
い
く
可
能
性

を
有
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
協
働
活
動
の
動
向
に
今

後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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※https://noufuku.jp/know/survey/（一般社団法人日本基金：農林水産省農山漁村振興交付金事業）

省 庁農福連携の推進について
農林水産省 農村振興局 都市農村交流課

１　

広
が
り
を
見
せ
る
農
福
連
携

　

農
業
の
担
い
手
の
不
足
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
農
業
分
野
、
障
害
者
の

働
く
場
が
少
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
福
祉
分
野
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
を

結
び
合
い
連
携
す
る
こ
と
で
、
双
方
の
課
題
を
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

の
考
え
か
ら
、
農
福
連
携
の
取
組
が
推
進
さ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
、
様
々
な

形
で
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

農
福
連
携
と
聞
く
と
、
農
業
者
が
障
害
者
を
雇
用
す
る
形
、
障
害
者
就
労
施

設
が
農
業
生
産
や
農
産
加
工
に
取
り
組
む
形
を
、
ま
ず
は
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
障
害
者
就
労
施
設
が
農
業
者
の

元
に
出
向
き
、
農
作
業
の
一
部
を
請
け
負
う
事
例
、
特
例
子
会
社
が
農
業
に
参

入
す
る
、
も
し
く
は
地
域
の
農
作
業
を
請
け
負
う
事
例
、
農
業
者
と
障
害
者
就

労
施
設
の
ニ
ー
ズ
を
農
協
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
事
例
、
食
品
関
連
企
業
が
農
業

者
や
障
害
者
就
労
施
設
と
連
携
し
て
新
た
な
品
目
の
栽
培
を
手
掛
け
る
事
例
、

地
域
協
議
会
が
農
福
連
携
の
専
門
人
材
育
成
に
取
り
組
む
事
例
な
ど
、
地
域
の

実
情
や
課
題
に
則
し
た
様
々
な
農
福
連
携
の
形
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

２　

農
福
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

　

農
福
連
携
の
取
組
は
、
農
業
分
野
、
福
祉
分
野
双
方
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
い
わ
ゆ
る
ｗ
ｉ
ｎ
・
ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
に
あ
り
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
農
業
経
営
者
に
と
っ
て
も
、
障
害
者
の
健
康
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
令
和
４
年
度
農
福
連
携
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
※
）
に
お

け
る
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
農
業
経
営
体
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、「
障

が
い
者
等
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
収
益
性
向
上
に
対
す
る
効
果
」に
つ
い
て
、「
効

果
あ
り
」
と
し
た
経
営
体
が
37
・
０
％
、「
大
き
な
効
果
あ
り
」
が
15
・
７
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
あ
り
」
が
24
・
６
％
で
、
効
果
が
あ
る
と
回
答
し
た
経

営
体
が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
福
祉
事
業
所
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
約

９
割
の
事
業
所
が
、
農
福
連
携
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
事
業
所
の
利
用
者
に「
プ

ラ
ス
の
効
果
あ
り
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

効
果
の
内
容
を
見
る
と
、
身
体
面
・
健
康
面
へ
の
効
果
で
は
「
体
力
が
付
き

長
い
時
間
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の

効
果
が
、
精
神
面
・
情
緒
面
へ
の
効
果
で
は
「
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
が
高
ま
っ

た
」、「
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
」
な
ど
の
効
果
が
半
数
以
上
の
事
業
所
で
見
ら

れ
て
お
り
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
障
害
者
の
心
身
の
健
康
面
に
も

良
い
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

３　

農
福
連
携
推
進
の
方
向
性

　

こ
の
よ
う
に
農
福
連
携
は
、
障
害
者
が
農
業
分
野
で
の
活
躍
を
通
じ
、
自
立

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
画
し
て
い
く
取
組
で
あ
り
、
障
害
者
の
就
労
機

会
の
創
出
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
分
野
の
新
た
な
働
き
手
の
確
保
に
つ

な
が
る
取
組
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
農
業
・
農
村
の
維
持
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
農
福
連
携
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
２

０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
内
閣
官
房
長
官
を
議
長
と
す
る
「
農
福
連
携
等
推
進

会
議
」が
設
置
さ
れ
、今
後
の
推
進
の
方
向
性
が「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
農
福
連
携
の
裾
野
を
広
げ
る
た

め
に
は
、
現
場
に
お
い
て
①
知
ら
れ
て
い
な
い
、
②
踏
み
出
し
に
く
い
、
③
広

が
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し

て
、
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
起
し
、
①
認
知
度
の
向
上
の
た
め
、
農
福
連
携

の
メ
リ
ッ
ト
の
客
観
的
な
提
示
、
国
民
全
体
に
訴
え
か
け
る
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
②
取
組
の
促
進
の
た
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
窓
口
体
制

の
整
備
、
農
福
連
携
を
進
め
る
専
門
人
材
の
育
成
、
③
取
組
の
輪
の
拡
大
の
た

め
、
各
界
の
関
係
者
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
福
連
携
は
、
障
害
者
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
支
援
や
生
活
困

窮
者
の
就
労
訓
練
な
ど
、
広
が
り
の
あ
る
取
組
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
者
の
立
ち
直
り
支
援
の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
農
業
が
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図１　農福連携等推進ビジョン（概要）

Ⅰ　農福連携等の推進に向けて
農福連携は、農業と福祉が連携し、障害者の農業分野での活躍を通じて、農業経営の発展とともに、
障害者の自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取組
年々高齢化している農業現場での貴重な働き手となることや、障害者の生活の質の向上等が期待

　農福連携は、様々な目的の下で取組が展開されており、これらが多様な効果を発揮されることが
求められるところ
　持続的に実施されるには、農福連携に取り組む農業経営が経済活動として発展していくことが重
要で、個々の取組が地域の農業、日本の農業・国土を支える力になることを期待
農福連携を全国的に広く展開し、裾野を広げていくには「知られていない」「踏み出しにくい」「広

がっていかない」といった課題に対し、官民挙げて取組を推進していく必要
　また、ユニバーサルな取組として、高齢者、生活困窮者等の就労・社会参画支援や犯罪・非行を
した者の立ち直り支援等、様々な分野にウイングを広げ地域共生社会の実現を図ることが重要
（SDGsにも通じるもの）
　農福連携等の推進については、引き続き、関係省庁等による連携を強化

Ⅱ　農福連携を推進するためのアクション
　　目標：農福連携等に取り組む主体を新たに３,000創出※

１　認知度の向上
　・ 定量的なデータを収集・解析し、農福連携のメリットを客観的に提示
　・ 優良事例をとりまとめ、各地の様々な取組内容を分かりやすく情報発信
　・ 農福連携で生産された商品の消費者向けキャンペーン等のPR活動
　・ 農福連携マルシェなど東京オリンピック・パラリンピック等に合わせた戦略的プロモーション

の実施

２　取組の促進
〇　 農福連携に取り組む機会の拡大
　・ ワンストップで相談できる窓口体制の整備・ スタートアップマニュアルの作成
　・ 試験的に農作業委託等を短期間行う「お試しノウフク」の仕組みの構築
　・ 特別支援学校における農業実習の充実
　・ 農業分野における公的職業訓練の推進
〇　ニーズをつなぐマッチングの仕組み等の構築
　・ 農業経営体と障害者就労施設等のニーズをマッチングする仕組み等の構築
　・ コーディネーターの育成・普及
　・ ハローワーク等関係者における連携強化を通じた、農業分野での障害者雇用の推進
〇　障害者が働きやすい環境の整備と専門人材の育成
　・ 農業法人等への障害者の就職・研修等の推進と、障害者を新たに雇用して行う実践的な研修の

推進
　・ 障害者の作業をサポートする機械器具、スマート農業の技術等の活用
　・ 全国共通の枠組みとして農業版ジョブコーチの仕組みの構築
　・ 農林水産研修所等による農業版ジョブコーチ等の育成の推進
　・ 農業大学校や農業高校等において農福連携を学ぶ取組の推進
　・ 障害者就労施設等における工賃・賃金向上の支援の強化
〇　農福連携に取り組む経営の発展
　・ 農福連携を行う農業経営体等の収益力強化等の経営発展を目指す取組の推進
　・ 農福連携の特色を生かした6次産業化の推進・障害者就労施設等への経営指導
　・ 農福連携でのGAPの実施の推進

３　取組の輪の拡大
　・ 各界関係者が参加するコンソーシアムの設置、優良事例の表彰・横展開
　・ 障害者優先調達推進法の推進とともに、関係団体等による農福連携の横展開等の推進への期待

Ⅲ　農  福 連携の広がりの推進
　「農」と「福」のそれぞれの広がりを推進し、農福連携等を地域づくりのキーワードに据え、地
域共生社会の実現へ

１　「農」の広がりへの支援
　林業及び水産業において、特殊な環境での作業もあることにも留意しつつ、障害特性等に応じた、
マッチング、研修の促進、経営発展を目指す取組の推進、林・水産業等向け障害者就労のモデル事
業の創設

２　「福」の広がりへの支援
高齢者、生活困窮者、ひきこもりの状態にある者等の働きづらさや生きづらさを感じている者の

就労・社会参画の機会の確保や、犯罪や非行をした者の立ち直りに向けた取組の推進

 令和元年6月4日「第2回農福連携等推進会議」において決定

※令和６（2024）年度までの目標

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
の
み
な
ら
ず
林
福
連
携
、
水
福
連
携
の

取
組
が
見
ら
れ
る
な
ど
、「
農
」、「
福
」
の
双
方
に
お
い
て
、
従
来
の
枠
組
に

と
ら
わ
れ
な
い
取
組
が
展
開
さ
れ
始
め
て
き
て
お
り
、
農
福
連
携
等
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
今
後
、
農
福
連
携
に
お
け
る
「
農
」
と
「
福
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
広
が
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４　

農
福
連
携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組

　

農
福
連
携
の
取
組
の
輪
を
拡
大
す
る
た
め
に
設
置
し
た
「
農
福
連
携
等
応
援

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
は
、
全
国
で
農
福
連
携
に
取
り
組
む
団
体
・
企
業
や
個

人
を
募
集
し
、
農
福
連
携
の
優
れ
た
取
組
を
表
彰
し
、
そ
の
横
展
開
を
図
る
取

組
と
し
て
「
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
か
ら
実
施

す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
か
ら
は
、「
異
な
る
も
の
と
つ
な

が
る
力
！
」
を
合
言
葉
に
各
界
が
連
携
し
、
対
話
を
通
じ
て
社
会
課
題
の
解
決

や
、
新
た
な
価
値
創
造
を
図
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
る
「
ノ
ウ
フ
ク
・
ラ
ボ
」

を
立
ち
上
げ
る
等
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
福
連
携
の
全
国
的
な
展

開
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
福
連
携
の
推
進
に
向
け
て
は
、
今
後
も
様
々
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、そ
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
情
報
も
是
非
ご
参
照
下
さ
い
。

農福連携等
応援コンソーシアム
（農林水産省HP）

農福連携の取組事例
（農林水産省HP）

ノウフク・ラボ
（ノウフクWEB）
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「
現
代
の
名
工
」
に
障
害
者
部
門
な
ど

厚生
労働省

　

厚
生
労
働
省
は
、
卓
越
し
た
技
能
を
持
ち
、
そ
の
道

で
第
一
人
者
と
目も
く

さ
れ
て
い
る
技
能
者
１
５
０
人
を
２

０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
の
「
卓
越
し
た
技
能
者
（
現

代
の
名
工
）」
に
選
ん
だ
と
発
表
し
た
。
本
年
度
か
ら

新
た
に
障
害
者
部
門
な
ど
を
設
け
、
国
内
で
き
わ
め
て

優
れ
た
技
能
を
持
ち
活
躍
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
技
能

者
も
表
彰
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
紳
士
服
仕
立
職
の
瀧た
き

こ
と
代よ

さ
ん
（
81
歳
、

静
岡
県
）、
歯
科
技
工
士
の
中な
か

澤ざ
わ

昇し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
57
歳
、

東
京
都
）、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
技
術
者
の
齋さ
い

藤と
う

正ま
さ

夫お

さ
ん
（
75
歳
、
石
川
県
）
の
３
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
瀧
さ
ん
は
独
学
で
紳
士
服
製
造
の

技
能
を
学
び
、
左
上
肢
の
機
能
障
害
と
な
っ
た
後
も
技

能
向
上
を
続
け
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
の
第
７
回

国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
洋
服-

紳
士
服
」
で
銅
賞
を

受
賞
。
聴
覚
障
害
の
あ
る
中
澤
さ
ん
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の

補
て
つ
物
製
作
に
お
け
る
卓
越
し
た
技
術
を
持
ち
、
２

０
２
１
年
の
第
41
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
東
京
都
）

「
歯
科
技
工
」
で
金
賞
を
獲
得
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
、

視
覚
障
害
の
当
事
者
と
し
て
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）

年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
音
声
で
読
み
上
げ
る
パ
ソ

コ
ン
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
着
手
、
世
界
初
の
日

本
語
「
ス
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
」
を
開
発
し
、
改
良
を

重
ね
て
き
た
。
３
人
は
長
年
に
わ
た
り
後
進
の
指
導
や

障
害
者
の
社
会
参
加
・
社
会
進
出
に
も
尽
力
し
た
。

国
の
動
き

ア
ー
ト
作
品
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
を
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
10
月
か
ら
約
２
年
間
の
予
定
で
運
行
し
て
い
る
。

お
も
に
釜か
ま

石い
し

線（
花は

な

巻ま
き

駅
〜
釜
石
駅
間
）、東
北
本
線（
花

巻
駅
〜
盛
岡
駅
間
）を
走
行
す
る「
快
速
は
ま
ゆ
り
」で
、

３
両
編
成
の
う
ち
２
両
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
は
、
陸り
く

前ぜ
ん

高た
か

田た

市
在
住
の
先
天
性
の
脳
性
ま
ひ

と
知
的
障
害
が
あ
る
田た

﨑ざ
き

飛あ
す

鳥か

さ
ん
が
描
い
た
「
森
の

道
・
赤
い
森
」
と
「
森
の
道
・
青
い
森
」
の
２
作
品
で
、

「
岩
手
ら
し
さ
」
や
「
東
北
の
豊
か
な
自
然
」
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
と
し
て
選
ば
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
運
営
企
業
が
子
会
社
設
立

埼玉

　

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
運
営
す
る
「
株
式
会

社
ヤ
オ
コ
ー
」（
川か
わ

越ご
え

市
）
は
、
障
害
者
の
安
定
し
た

職
場
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
子
会
社
の
「
株
式
会

社
ヤ
オ
コ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
設
立
す
る
。

　

特
例
子
会
社
の
認
定
取
得
を
前
提
に
、２
０
２
４（
令

和
６
）年
４
月
に
東ひ
が
し

松ま
つ

山や
ま

市し

坂ば
ん

東ど
う

山や
ま

で
開
業
す
る
予
定
。

同
社
の
食
品
製
造
、
加
工
、
包
装
な
ど
付
帯
す
る
業
務

を
行
う
。

『
障
害
者
雇
用
で
幸
せ
に
な
る
方
法　

も
に
す
認
定
５
社
の
企
業
戦
略
』

　

全
国
の
障
害
福
祉
施
設
で
働
く
障
害
者
が
つ
く
っ
た

商
品
を
販
売
し
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人
あ
り
が
と
う

シ
ョ
ッ
プ
」（
東
京
都
）
の
代
表
理
事
を
務
め
る
砂す
な

長な
が

美び

ん
さ
ん
が
監
修
を
務
め
た
『
障
害
者
雇
用
で
幸
せ
に

な
る
方
法　

も
に
す
認
定
５
社
の
企
業
戦
略
』（
ラ
グ
ー

本
紹
介

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_36120.

htm
l

ろ
う
者
ら
製
作
の
映
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

宮崎

　
「
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
聴
覚
障
害
者
協
会
」（
宮
崎

市
）
が
製
作
し
、
宮
崎
市
内
で
２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
春
に
上
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
お
わ

り
な
き
聲こ
え

」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
同
協
会
が
販
売
開
始
し
た
。

　

脚
本
・
監
督
を
務
め
た
の
は
、
自
身
も
生
ま
れ
つ
き

聴
覚
障
害
の
あ
る
盛も
り

田た

弘ひ
ろ
し

さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
実
体
験

や
県
内
に
暮
ら
す
ろ
う
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
着
想
を

得
て
、
ろ
う
者
の
努
力
と
「
変
化
の
物
語
」
を
リ
ア
ル

に
描
い
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
本
編
と
制
作
舞
台
裏

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
「circle

」
を
含
め
計
61
分

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
１
枚
２
０
０
０
円
（
税
込
）。
上
映
会
を

す
る
学
校
や
団
体
な
ど
も
募
っ
て
い
る
。

　

購
入
や
上
映
会
の
問
合
せ
は
同
協
会
の
宮
崎
県
立
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

電
話
：
０
９
８
５
ー
３
８
ー
８
７
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
８
５
ー
２
９
ー
２
２
７
９

障
害
者
ア
ー
ト
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

岩手

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛も

り

岡お
か

支
社
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
作
家

の
ア
ー
ト
作
品
事
業
を
展
開
す
る
「
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル

ボ
ニ
ー
」（
盛
岡
市
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
、

生
活
情
報

働
く
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
32
回

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
は
菊
地
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ナ
出
版
刊
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　

中
小
企
業
向
け
の
障
害
者
雇
用
の
認
定
制
度
「
も
に
す
認
定
制
度
」
の
成
り
立
ち
や
意

義
、
申
請
方
法
な
ど
を
解
説
し
、
い
ち
早
く
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
ん
で
き
た
５
社
の
多

様
な
実
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
資
料
と
し
て
「
も
に
す
認
定
制
度
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や

「
も
に
す
認
定
」
事
業
主
一
覧
も
掲
載
。
四
六
判
２
１
６
ペ
ー
ジ
、
２
２
０
０
円
（
税
込
）。

『
発
達
障
害
の
あ
る
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 -
就
労
支
援
編-

』

　

独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
発
達
障
害
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
の
榎え
の

本も
と

容よ
う

子こ

さ
ん
と
、
同
セ
ン
タ
ー
総
括
研
究
員
の
井い

の

上う
え

秀ひ
で

和か
ず

さ
ん
が
編
著
を
務

め
た
『
発
達
障
害
の
あ
る
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク-

就
労

支
援
編-

』（
学
事
出
版
刊
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
高
校
生
の
基
礎
理
解
か
ら
、
就
労
に
必
要
な
指
導
・
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
、
就
労
の
た
め
の
制
度
・
施
策
、
職
場
定
着
を
見
す
え
た
支
援
の
あ
り
方
、
相
談
・
支

援
機
関
と
の
具
体
的
な
連
携
方
法
、
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
ま
で
、
幅
広
く
イ
ラ
ス
ト
や

Ｑ
＆
Ａ
形
式
を
交
え
て
解
説
。
巻
末
に
は
就
労
支
援
に
役
立
つ
資
料
も
紹
介
し
て
い
る
。

Ｂ
５
判
１
３
６
ペ
ー
ジ
、
３
０
８
０
円
（
税
込
）。

「
働
く
こ
と
」へ
の
意
味
づ
け
や
価
値
づ
け
と
そ
の
変
化

弘
前
大
学
教
職
大
学
院
教
授

菊
地
一
文

　

こ
れ
ま
で
特
別
支
援
学
校
で
は
、
職
業
教
育
の
充
実
を
図
り
、
作
業
現
場
な

ど
に
お
け
る
実
習
な
ど
の
実
際
的
に
働
く
体
験
を
大
切
に
し
て
き
た
。
実
際
的

か
つ
具
体
的
な
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
が
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
卒
業
後
の
働
く
生

活
は
成
立
し
に
く
く
、「
働
く
こ
と
」
そ
の
も
の
へ
の
意
味
や
価
値
に
生
徒
自

身
が
気
づ
い
て
い
く
過
程
、
す
な
わ
ち
「
キ
ャ
リ
ア
発
達
」
の
視
点
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。

　

働
く
こ
と
の
意
味
や
価
値
は
教
え
こ
む
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
ま
た
、
本
来

「
働
く
こ
と
」
と
「
学
ぶ
こ
と
」
は
、
乖
離
し
た
関
係
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
指
導
・
支
援
す
る
側
が
、
生
徒
に
と
っ
て
の
「
学
ぶ
こ
と
」
と
「
働

く
こ
と
」
を
つ
な
ぐ
工
夫
や
、
学
び
の
過
程
で
生
じ
る
生
徒
の
育
ち
を
見
取
り
、

適
切
に
応
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
徒
が
体
験
を

ふ
り
返
り
、
そ
の
意
味
や
価
値
に
気
づ
け
る
よ
う
な
機
会
を
大
切
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
対
話
を
通
し
て
な
り
た
い
自
分
と
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

の
意
識
化
を
図
る
こ
と
や
、
本
人
の
取
組
み
を
価
値
づ
け
る
こ
と
で
、
生
徒
本

人
が
取
組
み
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。

　

京
都
市
立
東
山
総
合
支
援
学
校
は
、
多
様
な
地
域
協
働
活
動
を
通
し
て
、
異

な
る
年
齢
の
相
手
の
求
め
に
応
じ
て
い
く
「
心
が
動
く
」
体
験
を
重
視
し
て
き

た
。
そ
し
て
生
徒
本
人
を
中
心
に
、
教
師
と
生
徒
、
生
徒
同
士
の
対
話
を
重
ね

る
こ
と
で
、
単
な
る
体
験
に
と
ど
め
ず
、
生
徒
の
見
方
や
受
け
と
め
方
、
行
動

に
影
響
を
与
え
る
、
た
し
か
な
「
経
験
」
に
つ
な
げ
て
き
た
。
社
会
の
な
か
で

よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
希
望
す
る
進
路
先
に
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
を
通
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成

と
本
人
を
中
心
と
し
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

全
国
の
ど
の
特
別
支
援
学
校
に
も
地
域
リ
ソ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
今

後
、
そ
の
活
用
を
通
し
た
小
学
部
段
階
か
ら
の
実
践
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
期
待

し
た
い
。
ま
た
、
近
年
求
め
ら
れ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
活

用
に
よ
り
、
対
話
を
通
し
た
「
い
ま
」
と
「
将
来
」
の
「
学
び
を
つ
な
ぐ
」
取

組
み
の
充
実
を
期
待
し
た
い
。

東京都、京都府、香川県
＊ 開催地によっては、開催日や種目ごと
に会場が異なります
＊ は開催終了

2月

2023年度地方アビリンピック開催予定

地方アビリンピック 検索

※日程や会場については、変更となる場合があります。

京都

香川

東京

アビリンピック
マスコットキャラクター
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●
私
の
ひ
と
こ
と

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
機
構
准
教
授
の
村
田
淳

さ
ん
に
、
障
害
の
あ
る
学
生
の
就
職
活
動
や
就
職
状

況
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
株
式
会
社
白
青
舎

（
東
京
都
）
を
訪
問
。
同
社
で
働
く
、
国
立
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
）
の
修
了
生

の
様
子
な
ど
を
取
材
し
ま
し
た
。

●
グ
ラ
ビ
ア

株
式
会
社
伊
予
銀
行
の
特
例
子
会
社
で
あ
る
、
株

式
会
社
い
よ
ぎ
ん C

hallenge &
 Sm
ile

（
愛
媛
県
）

を
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連
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し
進
め
、
県
内
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工
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品
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す
る
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子
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し
ま
す
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●
ク
ロ
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第
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は
、
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２
３
年
９
月
ま
で
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泳
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ラ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
（
東
京
都
）

の
山
田
拓
朗
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
競
技
生
活
や
現

在
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

検索富士山マガジンサービス

編 集 委 員
（五十音順）

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和６年１月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。また、本誌では「障害」という表記を基本としてい
ますが、執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社FVP 代表取締役

トヨタループス株式会社 管理部次長

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

弘前大学教職大学院 教授 

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

武庫川女子大学 准教授

サントリービバレッジソリューション株式会社 人事本部 副部長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金  井 　 渉
金塚たかし
菊  地  一  文
阪  本  文  雄
諏訪田克彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

次
号
予
告

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　境 伸栄

 編集人ーー企画部次長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉３－１－２　

電話  043－213－6526（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦１－２－３  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

検索富士山マガジンサービス

　定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
　１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821　FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法

2月号

公式X（旧Twitter）はこちら 読者アンケートはこちら

登 録 受 付 中 ！
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）では、JEEDが全国で実施する高齢者や障
害者の雇用支援、従業員の人材育成（職業能力開発）などの情報を、毎月月末に配信しています。

雇用管理や人材育成の「いま」・「これから」を 
考える人事労務担当者のみなさま、必読！

みなさまの「どうする？」に応えるヒント、見つかります！

※カメラで読み取ったリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

定年延長や廃止・再雇用高 齢
障害のある従業員の
新規・継続雇用障 害

ものづくり技能開発・向上の手段求 職

JEEDメールマガジン

ＪＥＥＤ  メルマガ

掲示板

雇用管理や人材育成の「いま」・「これから」を 
考える人事労務担当者のみなさま、必読！

ものづくり技能開発・向上の手段

働く広場  2024.2 30



「家具」

「製品パッキング」

「ネイル施術」

「建築CAD」

「歯科技工」

「フラワーアレンジメント」



「機械CAD」「ワード・プロセッサ」

「DTP」「コンピュータプログラミング」

「縫製」

技能デモンストレーション「ドローン操作」 技能デモンストレーション「物流ワーク」「障害者ワークフェア2023」



入賞者に金メダルを授与するJEEDの輪島忍理事長

大村秀章愛知県知事が大会旗を引き継いだ

挨拶する厚生労働省の
岸本武史

人材開発統括官

次回開催地、
愛知県の大村秀章
知事による挨拶

JEEDの
輪島忍理事長による
主催者挨拶

閉会式は、各都道府県の選手らが参加する集合形式で行われた

喜びであふれる「パソコンデータ入力」入賞者のみなさん

「ワード・プロセッサ」金賞の前川哲志さん。
笑みがこぼれる

喜びに涙ぐむ
「喫茶サービス」金賞の高橋夏姫さん

金メダリストの記念撮影

専門委員から講評を受ける選手今大会での経験や講評が各選手の成長の糧となる 閉会式終了後には、競技種目ごとに講評が行われた



第44回全国障害者技能競技大会

2024 /11/23 土 愛知県国際展示場
（愛知県常滑市セントレア5丁目10番1号）

（11/22 金  ▶ 11/24 日 )

障害者ワークフェア2024
～働く障害者を応援する仲間の集い～

ー
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アビリンピック
マスコットキャラクター 最 新 情 報
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